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改訂 に当たって

現在,エイズは世界各国で爆発的に増加し.深刻な社会問題となっており

ます｡

我がEIにおいても.特に20歳代の若い世代に感典者が増加しているなど今

後のHIV感染者の急増が危供される状況にあり.まん延防止対策が緊急の弧

鞄となっていますO

エイズは,正しい知言虫をもち.適切な沌忠を私って行動すれば感数を防ぐ

ことができる病気です｡

このため,エイズ対策における教育の役割はますます重要性を増しており.

エイズ教育のより一層の充実が求められているところです｡また,エイズに

感央 した人に対する誤解や偏見をなくし.人間尊盟の教育を進めなくてはな

りません｡

財団法人 日本学校保健会では,昭和62年に ｢エイズに関する指導の手引き｣

の初版.平成4年に改訂版,平成 9年には表題を ｢みんなでいきるために-

エイズ叔育参考資料-｣と変更して発行し.学校現場で広く活用され評価を

特ました｡

今回の改訂は.平成14年度から実施される新学習指将要範の趣旨を掩まえ

つつ.′ト･巾 高等学校における教科とのかかわりの中で.指導の展E判例等

について整理するとともに.鹿近のエイズを取 り巻 く状況の変化に対応 した

内容にしましたO

また,財団法人 El本学枚保健会をセンターとして行われているエイズ教育

情鞍ネットワーク串兼の更なる活動を促すため,同卒業についての利用方法

や活用例についての解説を行うとともに,エイズに関する最近の情報につい

て分かりやすく解説いたしました｡

.弊政 )e慶.生徒LD控君.縛や性行身が.tty題JJをクでぶ りますu l イーでの呈t

る感染軽路が性行為であることから,学校におけるエイズ教育は.人Ju塔盃.

男女平等等の捕神に基づく性教育の一環として推進する必要があります｡

本番を活用することにより.次代をP_う児亜生徒にエイズについての正 し

い知雑と理解を疎め.生涯にわたり健鹸な生活を営むための基礎を培うとと

もに.エイズに対する不安や偏見 ･差別を払拭できることを期待しておりま

す｡

平成13年 3月 財団法人 EI本学校保健全

会 良 矢 野 宇



は しが き (初版)

｢エイズに関する指尋の手引｣は,昭和62年に初版が発行されましたO

当時は,まだエイズについての正 しい知識は十分普及されず.必要以上の不

安や偏見が広がっておりました｡特に,輸入nt液製剤を原因とする感染の閉現

は,大きな手t全問題として取り上げられました｡

その後.エイズは性行為による感染が主流となり.注射器の共用等による感

典や出鮭に伴う母子感典についても取り上げられるようになりました｡

このため.エイズの感染防JLや不安,偏見の払拭のためには.エイズに関す

る正しい知識の普及,特に若年からのエイズ赦LGの寵妾il=が叫ばれるようにな

りました｡

これらの背景を踏まえるとともに,平成元年に改訂された学習指導要朝を受

け,平成4年には,｢エイズにr対する指導の手引｣の改訂版が発行されましたO

エイズに関する指導の機会及び進め方,指導計画作成上の留意点,その展開例

などについて内容を充突させたことにより,改訂した同手引は学校現場で広く

活用され評価を待ました｡

今回の改訂は竿所一歩を進め,前回の改訂の趣旨を掩まえつつ,ノト･中 高

等学校における赦科との関わりの中で,指導の展開例苛について並型するとと

もに,衣塩を ｢みんなでいきるために-エイズ教育参考資料-｣と変更いたし

ました｡

また.日本学校保健会をセンタ-としで行われているエイズ教育情報ネyト

ワーク歩兵の更なる活動を促すために.同部菜についての利用方法や活用例に

ついての解脱を行うとともに.エイズに関する恩新情報についてわかりやすく

解説いたしました｡

最近,児童生徒の性の逸脱行動が問題となっております｡エイズ教育は性教

育と深い関わりを持つとともに,児東生徒の鯉庚教育の一環として位紀づけち

れております｡

本番を活用することにより,次代を担う児虫生徒がエイズについて正しい知

瓢を理解を深め,生涯にわたり健康な生活を営むための基礎を培うとともに,

エイズに対する不安や偏見 ･差別を払拭できることを期待しております.

平成10年 3月 WEl本学枚保健会

会長 矢野 苧
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l 小学校における指主事例

1 使 中学年 ｢特別活動 (学級活動)｣における指導

2 第6学年 ｢体育 (保健領域)｣における指導

高学年 ｢道徳｣における指導
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3 高等学校における指導例
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2 ｢公民科 (現代社会)｣における指導

3 ｢特別活動 (ホームルーム活動)｣における指導

4 ｢特別活動 (生徒会活動)｣における指導
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本fJtRt)に当たって

エイズ (AIDS:AcqulredllTlnLJrIOdeflcl●ncySyndroITIe)

a)用 ウイルスは.HumlnlrTIrnUnOdeflcleneyVlruS(ヒト免

&不全ウイJLIス)で.)～.BしてHJVとQIんでい手.こOHIV

t■JK件と丁も■井の全書i一手*とめてHIV■Jkd!といい.エ

イズはHIV■AOtSJt.Bt)JL■典JE.E3和JttBJ■.■書

■tなどt和 した■書である｡

本書ではエイズOJt因ウイルスt ｢HIV｣とqIぷH.児▲生

徒t=対す手箱8において牡njI片■やIPL=応じてr=イヌウ

イルス｣とdPぶこととしても■bない｡
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エイズは,1981年にアメリカで澱初のエイズ他者が報告され.その後急速に世界各剛 こまん延して,

2000年にはWf10に公式に報告された,LE.音数が231力人を超えた｡実際の患者数はその数倍と推計され

ている｡また,,J息者を含む生存している感染者数は約3.610万人と推計されており,さらに増加の傾向に

ある｡

しかも.エイズは,柄原ウイルスは確定されており.JR近では発病予防や治府のJl法が進歩してきて

はいるが.いまだ確立してはいない｡また潜伏期が長く.検査を受けなければ感染の41無がわからない

病気であって,感染軽臓は崩性問の性行ねが増加している｡これまでの感染者の半数近くは25歳以下と

推計されており.欧米の大都市の多くでは.エイズが20歳代～30妓代の死亡の土要な原田となっている｡

エイズはこのような特性をもっているため,現代における血撃な健康開成のひとつにな,)ており.全世

界的に対熊が講じられているQ

我が国において初めてエイズ!患者が確認されたのは1985年であるが.1970年代中ごろから凝固因子製

剤の使用によって多数の感染名が発生した｡しかし1985年に加熱処理凝固因子を採用して以来.凝固囚

子製剤による感染はなくなったものの,.FLl.･呂.感染JT牧は年々増加し,凝固囚子製剤による感染屑を除

いて,その累積掛ま1999年には,5000人を超えており,その主たる感染軽路は性行為によるものであるb

感染創 ま男件は30歳代が20競代よりやや多いが.女件は20鼓代が痕も多い｡

このような状況の中で,エイズ予防は ｢救Jffこそ長治のワクチンである｣といわれているOエイズは

を充魂させ.若いLu-代に対しエイズの疾病概念や感敢韓 路.そして.何よりもその予防法を十分習得さ

せることが最も効果的であり蛮安なことといえるOまたエイズに対する無知や誤解によって生 じた様々

な偏見や差別について知らせ.それを払拭していくことが必掌であり,そのことがエイズのまん延を防

ぐうえからも盛宴であるといえる｡しかもこれらのことは単に国内の問過として重要であるだけでなく,

国際的にも大きな忠弟をもつといえる.

特に近年は,10歳代の性行為の軽叔牢が高まり,性感染症,若年妊娠,人工妊娠中絶の増加が懸念さ

れている中で.充r(番や類似行為の広がりが大きな社会閑職となっている｡エイズの主たる感典軽路が

性行為であることからも,エイズ教flま人問尊重,男女平等の和神に基づく性教育の一環として推進す

る必要がある｡



圏昌芸ス教- 揺-

ロ コ エイズ教育の基本的な目標

学掛 こおける保健教育は,健康に関する基礎的 基本的な知雲集を習得させるとともに,駄考力や判断

力を育てそれらをE]常の生活に適用し,生涯を通じて健康な生活を営むことのできる資賓や能力を育て

ることを目的として,軟軒活動全体を通じて行われなければならない｡このため,エイズ教育について

ち,保健教育の内容として位置付けるとともに,学校の教育活動全体を通じて体系的 ･計画的な指導を

行う必要がある｡

体系的 計画的な指導を行うためには,エイズ教育のEi標を明確にし,児亜生徒の発達段階に応じた

具体的な指導内容を設定する必要がある｡

エイズ教育の目標は,次のようにまとめることができる｡

｢ェイズの疾病概念,感染鮭格及び予防方法を正 しく理解させ,エイズを予防する資質や能力を育て

るとともに,人間尊重の柏神に基づきエイズに対するいたずらな不安や偏見 差別を払拭する｡｣

[三 :1
エイズ教育の内容

学校において指導すべきエイズ教育の内容は,次のとおりである｡これらは.エイズという感典症に

対する理解に必要な内容.エイズを予防する資質や能力を育てるために必要な内容.エイズにl瑚連した

不安や偏見.差別を取 り除くために必要な内'Gに人別できるDこれらの内容から児童生徒の発達段階に

応じた指導内容を選択･編成する必要がある｡

(1) エイズの枚念及び現状

ア 後大任免疫不全症候群 (エイズ)

イ エイズの病臆体 (HIV(エイズウイルス))

ウ エイズの特性

エ エイズの現状

(2)HIV(エイズウイJLJス)感染経路

ア 性行為による感染

イ 麻頻等の注射針の共用による感染

り 血液による感典

工 母子感染

(3) HIV感染とその経過

ア 感独

イ 潜伏期

ウ 発柄

2

(4) エイズの予防

ア エイズまん延の要田

イ 性行為による感染予防

り 血液による感染予防

ユ エイズの相談･倹透

オ エイズの予防 医頼対策

(5)=イスにBgする不安やt言見･差別の払E
ア エイズにIA)係したいじめ等

イ エイズによって生じた不安や偏見･差別

ウ エイズ感敗者･EiI.者に対する支援



3 発逮段階に応じたエイズに関する措辞の内容

亡∃ 発達段階に応じたエイズに関する指導の内容 l

エイズ教育内容は,学習指導要掛 二示された教科.道徳.特別楢動の内容との関連を考慮 し,児童生

徒の発達段将や性意耗 性行動の失態に即して選択 編成する必掌があるa

発達段階に応じたエイズの指導内容の参考例を示すと次のとおりである｡

(1)小学校におlJる指事の内容

く小学枚低学年)

ア 健煉な生活を送るためには.体を枯淡にすることが大切であること｡

イ 生命は大切なものであり,E達も自分と同じように大切であることC

く小学校中学年)

ア うつる病気にはそれぞれの感染経路があり,衛生的な生活習俄を守ることによってうつらないこ

とC

イ 自分がされたらいやだと感じるようなことをしないこと,自分がされたらうれしいと感じるよう

なことをするように心がけることが大切であること.

(小学収市学年)

ア エイズという嫡気のあらましを知り,自分たちの日常生活においてはうつることはないことO

イ エイズに対する誤った考え方を正し,常に相手の人格を徴屯する態度や行動が大切であること｡

(2) 中学校における指叫の内容

ア エイズという病気の概念,感染程路,症状.エイズまん延の要因,予防方法に関すること｡

イ エイズの流行によって起こった偏見や差別をなくすために,相手の人格を尊重する態度や行動が

大切であること｡

(3) 高等学校におlJる措辞の内容

7 エイズの概念.感触経路,症状.エイズまん延の安臥 予防方法,我が国や外国の予防にr対する

ことb

イ エイズの批17によって延こった社会閑散について理解を渓め.その中で.偏見や差別をなくすに

は相手の人格を尊韮する態度や行動が大切であることC



≡ _ 一･き･二

E エイズ教育の-

EE)教育課程における指導の穂会

保性教育は,学習持碁要領揺則第1の3｢体育 捷康に関する指事｣の鳥削 こ基づき,救fF活動全体を

通じて岩切に行われなくてはならない｡すなわち,体fl.探せ体ffにおいてだけでなく,理札 社会.家庭

などの軟称のほか.退社,特別活動.投合的な学研の時間など赦骨柄動全体を通じて指導することとなっ

ている｡したがって,現代における重大な健康問題のひとつであるエイズ赦背も.故甘活動全体を通じて

の相称が必要である｡

また,エイズは,性行為により鹿央する可能性が高いことなどから,性教育はもちろん‥患者等に付す

る伯見･差別等の聞及など,人間の在 り方や生き方と疎いかかわりをもっており,その閑地は多岐にわた

っている｡このたれ 学校の教育析動全体の中で,それぞれの教科,道徳,特別活軌 鹿合的な学習の時

間などの特性を牧かしつつ,相互補完的に指導を進めていくことが必要であり,かつ効果的である｡

ロコ 措辞の梼会

(1) 体育･保健体育における指導

体pfl･保健体軒における｢保健｣では,｢健康･安全にr対する理解を過して.生派を通じて自らの健蛸を

適切に管理し.改脅していく溌質や能力を育てる｣ことをEI柑している｡

エイズ教育のうち.補気の理解と予防を中心とするホqlは.′ト学俊では.約6学年の体育の保健額域の

｢(3)病気のT･yJ ア 病気の起こりガ イ 病原体がもとになって起こる補気の予防｣において相等す

ることができる｡

中学枚では.保性体育の保性分野の H4)健凍な生活と柄気の予防 工 患牡鑑の予怖 く7)感染症の

原田とその予防 (イ)エイズ及び性感典症の予防｣において指事することができる｡

拓等学故では,保性の ｢(1)現代社会と健康 イ 健廉の増進保持と疾桶の予防 (エ)感染症とその

予防｣や｢(2)生産を通じる捷康 ア 生連の各段掛 こおける捷煉 (7)思♯期と捷康 (イ)結婚生活

と建煉｣の項目において指事することができる｡

(2) 他の教科における指gI

拓等草々の社会札 公民の持碁では.現代社会のr(2)-7 現代の社会生活と青年｣.雀理のr(2)-

イ 現代に生きる人間の合理｣.r(2)-ウ 現代の甜課泡と偉理｣なt'でエイズに関する閉息を取り上げ

ることができる｡



L エイズ汲守の摂会

家庭科における指苓においでは.lLb等学校では家庭品徒の ｢(1)人の一生と家族･福祉 イ 乳幼児の

発達と保育･福祉｣,家庭給食の ｢(2)子どもの発達と侃†r･稲祉 7 子どもの発達｣などでエイズの疾

病概念と関連付けて指導することができる.

(3) 道徳における指串

道徳では小学収の 〔第1学年･第2学年〕において ｢1 主として自/JJ自身に関すること (1) 健牌や

安全に気を付け,規則正しい生活をする｣.〔節 3学年･節4学年〕において ｢2 主として他の人とのか

かわりに関すること (2) 相手のことを思いやり.親切にする｣.〔第5学年･第6学年〕において ｢4

主として集EFや社会とのかかわりに関すること (3) だれに対しても差別をすることや偏見をもっこと

なく公正.公平にし.正義の実現に努める｣で取り｣_げることができる｡rTT学校では ｢1 土として自分

白身に関すること (1)望ましい生活習慣を身に付け,心身の健康の増進を図り.節度を守り節制に心掛

け調和のある生活をする｣.｢2 主として他の人とのかかわりに関すること (4)研女は,互いに凝性に

ついての正しい理解を疎め,相手の人格を尊7r(する｣.｢4 主として娘EElや利二会とのかかわりに関する

こと (4)正義を重んじ.だれに対しても公正.公刊こし差別や偏見のない社会の実軌 二努める｣などを

中心にエイズに関しては取り上げることができるo

(4) 学級 (ホームルーム)活動におrJる指導

学級 (ホームルーム)活動においでは,エイズにl瑚しては,小学校では｢(2)心身ともに健蛸で安全な

生活態度の形成｣ で,中学校では ｢(2)個人及び社会の-flとしての布 り方.健鵬や安全に関すること｣

で.高等学校では ｢(2)個人及び社会の一月としての在り方.生き方 健鵬や安全にr瑚すること｣で取り

上げることができる.

指導に当たっては.EEごろから児虫生徒との触れあいの最も多い学級 (ホームルーム)担任等が指導す

ることが腺刑であるが,指導の効果をあげるためには.養護教論など他の教師等との協力による指導も

考慮する｡

(5) 学校行事における指g

学校行堺は.多彩な内容をもつ穀倉的,体験的な活動であるが,エイズにr対しては,学校行中の内容と

しては,小学校.中学校及び高等学校では ｢健庚安全,体育的行叫｣において取 り上げることができる｡

行邸の形としては講演会,映両全,討論会 (倉見発表会)などが考えられる｡

エイズ教育の計画･実施に当たっては,学級 (ホ-ムルーム)活動等での雷合い.広報活動などによっ

て,実施しようとする行卒のねらいや意味,内容が全校の児亜生徒に周知され 児亜生徒が自分自身の聞

超であるという意識を高めることが大切である｡

(6) 揺合的な学習の時間における指導

総合的な学習の時間のねらいをふまえて,健淡にl瑚する複数の教科にまたがる横断的.総合的な課JB.

児尭生徒の興味関心に基づく課が乱 地域や学校の特色に応じた課題としてエイズにr弼する学習活動を行

うことができる｡



雛3革 エイズ教育の機会と進め方

小 学 校

■ 小学校中学年

こと.

4 小学校満学年

匿 二二:司 第6学年 付容(2) 日本国蔽法 (3) 国際協力

F｢ ‡ 工 ･;:≡ ●● :L

主とし て自分白身に関すること
政-1一(1)健鵬や安全に気を付け,現flIJ正しい生活をする
低-1一(3) よいと思うことを進んで行う
中-1-(]) 節度のある生活をする
中-1-(4) 正しいと思うことは.g]銭をもって行う
高一1-(1) 節度を守り節制に心掛ける
高-1一(3) 自由を大切にし,規律ある行動をする

l
と

2
2
2
2
2
2
2

と

3
3
3
と

4
4
4

一主
一
一
一
一
一
一
一

王

一
一
一
生
一
一
一

高

低
低
中
中
高
満
縫

紋
中
高

tE
港
南

-(4) 銘菓に.明るい心で楽しく生活をする
し て他人とのかかわりに洲すること
-(2)幼い人や鵜齢者に温かい心で接し.親切にする
-(3)友だちと仲よくし.助け合う
-(2) 相手のことを一ul.いやり,親切にする
-(3)友達と互いに理解し.信頼し,助け合う
-(2) だれに対しても思いやりの心をもち,相手の立場l二立って親切にする
-(3)互いに侶新し.学び合って友情を疎め,9;女仰よく協力し助け合う

-(5) 日々の生活が人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感 謝 し.

それにこたえる
し て自然や崇高なものとのかかわりに関すること
-(2)生命を大切にする心をもつ
-(2) 生命の韓さを感じ取 り,生命あるものを大切にする
-(2)生命がかけがえのないものであることを知り,自他の生命を韓懸する
し て熊田や社会とのかかわりに関すること
-(1) 自分の役割を白党し.協力して主体的に責任を紫たす
-(21汝やきまnを守り.白地の摘利i･火打にL進んで推称i･来たす
-(3) だれに対して も差別をすることや偏見をもっことなく公jl:.公平にし.

正義の実現に好める

学赦塙砂
(2) El',託の生猶や捷凍 安全に関すること

希塾や目標をもって生きる態度の形成
益本的な生活習mの形成
望ましい人r馴対係の育成
心身ともに健康で安全な生活態度の形成

学校行堺
健康安全 ･体IfT的行司【

齢 的な学習の叫 詣 孟諾禁 器 i蒜 鵠 思 荒警量蒜三盆譜篭 絡 亨警 諾 警i:雷た



gの積金と進め方

中 学 校

ア エイズという病気の九要.感染庶路.
症状,エイズまん延の要田,予防方法に
関すること｡

イ エイズの流行に上って起こった偏見や
差別をなくすために.相手の人格を年度
する恐皮や行動が大切であること｡

保佐分野
(1トLl身の横能の発速と心の健康

イ 生租にかかわる機能の成熟
(4)性腺な生活と疾病の予防

工 盛典zjEの予防
(∫)エイズ及び性感典症の予防

1 主として自分自身に関すること
(1)甥ましい生活習慣を身に付け.

心身の徒康のtm進を図り,節皮
を勺'り節制に心掛け調和のある
生活をする

2 主として他の人とのかかわりに関
すること

(1)男女は,互いに端性についての
正しい理解を涼め 相手の人格
を蘇生する

4 寺として娘印や社会とのかかわり
に関すること

(1)正光を韮んじ.だれに対 しても
公正.公平にし差別や偏見のな
い社会の炎現に努める

A 学級活動
(2)個人及び社会の-11としての在

り方.健康や安食にr殉すること
ア 骨年岬の不安やtP)みとその解

決.自己及び他者の個性の理
解と雅蕊.社会の一月として
の白光と背任.児女相互の理
解と協力.望ましい人間関係
の確立,ボランティア活動の
任務の理解など

イ 心身ともに健鵬で安全な生活
頂皮や習仰の形成.性的な発
達への対応,学校給食と鬼ま
しい食生活の形成

C 学佼行ZJi
(3)構成安全 ･体Jff的行叫

エイズは徒鎌の乱占,性赦Jffの祝.rLf.
偏見 ･差別という人権の祝古など複
数の教科にわたる横断的 ･絵合的な
FuJ鵜を含んでおり.稔合仙な学習の
時ILuで取り上げることができる

高 等 学 校

7 エイズの板倉.感染径路,症状,エイ
ズまん延の安閑.予防方法,我が国や外
国の予防に朋すること｡

イ エイズの施行によって起こった社会悶

掛 二ついて理瀬を疾め,その中で.偏見
や差別をなくすには相手の人格を牡東す
る態度や行動が大切であることb

保健(1)BL代社会と健鵬
イ 煙康の保持増進と疾病の7･防
(エ) 感触症とその予防

保健(2J Lt産をj由じる健鵬
ア 生涯の各段階における髄膜

(I) 結婚生活と健鵬

現代社会11) 現代に生きる私たちの

･ ∴ .言 ∴ ､ ● ニ

ト ∴ -∴ 十 ･

A ホームルーム活動
(2) 個人及び祉会の一月としての

在り方,4-き方 位験や安全
に関すること

7 自己及び他者の理解と個性
の韓韮

イ 心身の健康と健全な生活態
度や習慣の確立

B 生徒会活動
D 学校行邸
(3)健鹸安全 体ff的行J拝

エイズは健庚の祝rhA,性叔帝の視点.
偏見 差別という人権の祝氏など複
数の教科にわたる横断的 投合的な
問班を含んでおり.穏合的な学習の
時rqで取 り上げることができる



姉3珠 エイズ教育の横金と進め方

亡 妻コ ± イズ教育の進め方 l

【】コ 指導計画の作成

エイズ教育を体系的･観締的に実施するためには,それぞれの学校の実態に応じて,教育活動全体を

通じた指導計画を作成する必要がある｡

それは,エイズ教育内容が単に感典症という健康聞損にととまらず.性や偏見 差別等の問題などに

かかわる広範な内容を含んでおり,学校の教育活動全体で総合的に取り組む必羊があるからである｡

そこで,指導を実施するためには,まず,先に示 したエイズ教育のEI標に対応する内容を,各学俊で

児盃生徒や地域の実態に応じて選択し.エイズ教育の立場から体系的･租耗的に指導計画を作成しなけ

ればならないO

指導計画を作成する手順としては,エイズ教育の基本的な日標を実現するために必要な指導内容を選

択したうえで,学習指導要領との関連を回り,それを各学校の教育課程を通して,どのように位世イ寸け

るかを明らかにしなければならない｡

EZ) 年間指導計画の作成

学校の教育活動は.計画的に行うことにより一層の効果をあげることができるoエイズ教育について

ち,十分な成果をあげるためには,各学校が児童生徒及び地域の実態を把握して年mJ指滞計画を作成し.

それに基づいて指塀をrlう必要がある.

年間指額EF画の作成に当たっては,発達段階に応 じて学校での指靖El標を明確にして.そのEl標に合

わせて指帝内容の重点化を図り.いつ.どのような城で,どのように行うのか.指塀の機会と指韓の時

数などを具体化しておくことが必要である｡

EZ] 指導体制の取立

エイズ教育は,体,ff･保健体育,理科,社会,家庭などの教科のほか,逝徳,特別活動.捻合的な時

Fiuなど多くの分野にまたがっている｡また総合的な学習の時rEuにおける取 り扱いも考えられる｡したが

って,関係数磯貝がそれぞれの職務とエイズ教育とのかかわりを十分詑托して教育活動を行う必要があ

る｡そのためには,rW係数磯flが学校におけるエイズ教育の日原の設定の段肝から参加し,内容,指導

方法,評価などについて共通理解を図り,指尊体制を工夫する必要がある｡

また.特別活動の学級 (ホ-ムルーム)活動においでは.指導内容によっては.学級 (ホ-ムル-ム)

担任の赦師よりも♯護教諭や学校医.地域保健担当者などの呼門的な知識や技能を生かした指尊が効果

的であることも多いDこの梯合,効果的な指頚をrTうためには,これらの教職fl等と学級 (ホ-ムルー

8



3 学校 家庭 地域の連携

A)担任である教師がお互いに内容についての情報交換を十分に行い.ティームティ-ナングなどの方

法を用いて.意図的.計画的に進めることが大切である｡

璽 魂

学校 ･家庭 ･地域の連携

エイズの予防やエイズによる偏見 差別の払拭は 学校 ･家庭 地域社会 戦場のすべての物に求め

られる兆通の課生白である｡このため,それぞれの鳩における指導の充英を図るとともに,各校横間及び

学校 家庭 地域における関係機関等との連携が必要である｡

EEl学校と家庭との連携

ア 学校は児亜生徒に対して計画的にエイズ教育を行う.この吸乳 学校は.学校がエイズ教育をrTう

必要性やそのEl的,指導の内容や力法等について.保護者に知らせ,理解と協力を得る必要がある｡

そのためには.学校新開,学級通信,保健だよりなどによる広報丁占軌 PTA.保護者会などでの沸

満会,説明会.投薬参軌など多様な方法や横会を利用する.

イ 学校が把解している児聴生徒のエイズに関する那 乱 偏見や差別意軌 さらには性意識や性行動の

実態.これらのことに形容を与えていると臥われる諸安臥 特に家庭や地域社会の王者fEi12g.マスコミ

の性やエイズに関する怖報などについて保護者に知らせ,保護者の児童生徒への理解や教育上の問題

杷擬に役立てる｡

そのためには.必要な実態調査を行い,その辞査結果や学校の見解等を学校の広報活動や保護者会

等で知らせる必要がある｡

り 学校はエイズ教育について,保護者の期待や意見,要望等を横庫的に受け止め.学校におけるエイ

ズ教育に役立てるようにする｡

そのためには,PTA,保護者会等の倭会を利用するだけでなく.学校保健蚤n会でエイズ教育を取

り上げたり,地娘での保護者との憩放念で箆し缶ったり.Bll遠に後会を設けて協張することも考えら

れる｡

tZ) 学校と地域の関係機関との連携

ア 学校はエイズに関して.地域に存在する行政の担当部嬰や保健所.保健医療横関等から必要な情報

や資料を柵捷的に収処して指導に役立てるO

イ エイズ救掛 ま,保鯉所や保健医療横関等の協力を得ることが必要である｡

り 学校は児童生徒のエイズに関する自発的学習のために,保健所や保健医療線関等を利用できるよう

9
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ta力を求めるとともに,児孟生徒らに対してはその存在や利用の仕方を梢#する｡

エ エイズの主たる盛典軽梅がti行為によることから.学俊は,PTAや地域に存在する青少年のtt全育

成のための点l最 ･EEl体とti力して,児童生徒の生育租境の浄化や地城における児兼生徒の問題行動の

早期発見,早期対策に努ノJする必要がある｡またiu孟生徒の解別指新 二当たつては,地域に存在する

各席の相談練閑との菅拒な連携が必要である｡

オ 保漢音や地域tfL民のエイズに関する自発的な学習や研究協議その他の様々な活動の場として.学校

を便秘的に開放し.それに協力していく必要がある｡



エイズ教育は,指導の樵会.内等が多岐にわたるため,効果的な柑導を行うためには析串計画を作成

し.学枚全体,学年ごと,教科,特別活動など指導の機会ごとに指導の時事臥 内容及び関連性を明確に

しておく必要がある｡

当然のことながら指導計画は,各学校が児盃生徒の実態.学校や地域の実態に応じて二L一夫を凝らして

作成するものであるが,摘草計画の一例を示すと次のようなものが考えられる｡

[= ::
小学校の指導計画作成上の留意点

7 小学校低学年は.日'l7,の健康的な生活習竹の定額を図ることを通して,体庚な生活を送ろうとする

生活態度の基碇を培っていくことが必要であるOこのことが体の清潔や病気の初歩的なIT･FJ)･手当な

どに心がけ.健鎌な生活を送っていくための基礎的 .基本的な資質や能力の形成につながる.

イ 小学校中学年は.E]頂の健康的な生活習餌の定IBを図ることを油して.進んで病気の予防に努めよ

うとする生活態度の基礎を培っていくことが必要である｡このことが病気の予防や早期発見 ･治療な

どに心がけ,健鹸な生活を築いていくための資質や能力の形成につながる｡この段階においでは,学

攻や児盃の夷態に応 じて,エイズという感染症についての初歩的な知課 理解をBfることも考えられ

る｡

り 小学校高学年は,健康な生活を送ることに対する意欲を高めることを通して.自らの健康を積極的

に保持糊進していこうとする生活態度を育成していくことが必要である｡このことが.病気の桶康的

な予防や生涯を通じて健頗な生活を追求していくための賛質や能力の形成につながる.この段階にお

いでは.エイズという感染症についての概要とEl77,生活において児虫が感汲することはないことを埋

脈させる必要がある｡

なお,節6学年では,体育科の保総額域の ｢病気の予防｣において,病原体がもとになって起こる

病気の予防で.｢エイズの予防｣を取り上げて指導することが望ましい｡

エ 偏見や差別の払拭については.全教守活動をjiEELで豊かな人Fh'Hg係の育成を一層盃祝していくこと

が必要である｡このため.学年 学級経営を通してお互いの人格を韓重し合う望ましい人阿欄 係の基

世を築いていくとともに.特に学級活動及び道教の時間における人間関係の指導の充実を図ることが

強く求められる｡このことが偏見をもったり差別したりすることなく.お互いの立場や気持ちをヰ重

し合い.望ましい社会を恭いていこうとする態度の形成につながる｡

11



第4* エイズ教育相斗計画例

t 聾
中学枚の指導計画作成上の留意点

中学校においでは,保健体育科の保健分野の ｢健康な生活と疾病の予防｣において,後天性免疫不全

症候群 (エイズ)及び性感典症についても収 り扱うことと明示されたので,保健の授菜として実施する｡

道徳においでは,｢HIVに感染した人に対する偏見や差別｣の実例から鵜材を設定し.HIVに感染した

人と非に生きる社会づくりを考える指導を行うことができる｡

また,特別活動の学級活動においてエイズについて耽 り上げ,エイズに関する偏見や差別をなくすた

めの指導,エイズの予防方法の指導,性教育と関連付けて性感染症としてのエイズの予防に関する指導

を行うことができる｡

さらに,エイズの閉掛 土,健廉のu.なにととまらず,性教育の祝.riや偏見 差別という人権の視点な

ど横断的.稔合的な問題を含んでおり,総合的な学習の時間で関連付けて取り上げることができる｡

ロ コ 高等学校の指導計画作成上の- 点 - I 【

高等学校においては,エイズ教育は,学習指導要碗 ｢保佐体育｣の科El保健の ｢健康の保持増進と疾

病の予防｣における ｢感染症とその予防｣の中で.｢エイズ.結核,勝菅山血性大勝菌感染症など.近

年,感染症の新たな問題が起こっていること,及びそのT･隣には,社会的な対常とともに個人の適切な

行動が必要であることを理解できるようにする｣(同,解説)と取り上げられている｡また,｢生涯の各

段階における健頗｣の ｢思春期と健康｣や ｢結婚生活と健鵬｣のrrlでも,エイズについて取り上げるこ

ともできる｡

また.公民科においでは.｢現代社会｣の ｢現代に生きる私たちの放題｣において,現代社会のg即f】

題として ｢科学技術の発達と生命の開港｣の中でふれることができる｡

さらに,家庭科においては,｢家庭基礎｣の ｢人の一生と家族 ･福祉｣の ｢乳幼児の発達と保育 ･福

祉｣において.｢家庭稔合｣の ｢子どもの発運と保育 ･福祉｣において,｢生活技術｣の ｢人の一生と家

族 禰祉｣の ｢乳幼児の発達と保育 ･福祉｣において,母子感染する感典症として,エイズを取り上げ

ることができる｡

特別活動においては.エイズの杭念.感典経路.予防方法.社会間猫などについて.パンフレットや

ビデオを利用したり,生徒会活動などを通して指導を行うことができる｡

エイズは,健康間蓮の視点にととまらず,人間の性の問題や偏見 ･差別という人格問選など複数の教

科にわたる横断的 .総合的な問題を含むものであり,扱合的な学習の時問でそれらと関連付けて才旨導で

きる｡

12



3 高等学校の渦巻計画作成上の御意朽

学年ことの指導内苔例 (小学校)

低 歪 せいけつなからだ 1.体の清謙2.けがの手当て

中学辛 寧#A JT )に付ける○

節 体 エイズに i.エイズという嫡jt気の特ついて知る
育 7: 【 一 也 メ

6学年 煤健 2.エイ の病原体と感染

令i る○ のしかた3.私たちの生活とエイズ

高学 追 わけへだA

てJ.く ーと

人の気持ち

i 3.自分を振 り返る

午 2-(2)4-(3)

高学辛 特 エイズについて知ろう 1.エイズとdZ

見 .差別

2.エイズに対

に気付く○ する理解

剖活
や

杏A括塑

甫 tA みんなで 1.エイズとい
生きよう(共に生 う病気

約+ きよう) 碓力を育てる.

学 ∫学育

辛 の時



第4や エイズ汲育指溝計画例

学年ごとの指主事内容例 (中学校)

#3学辛 煤 感染症の予防･牲感染症の 坐

原EFと現状 することを理解する 2.エイズの疾病洗念

書体 ･エイズの予防 3.エイズの感染

育 拝める○ 社格4_エイズの予防

保t 5.性感染症の増

分野 る○ ことを理解する. 加の背Rt6.牲感染症の予防る妙合の処世

●2 道 mVに感染 し

た人に対す る

きる社会づく 偏見や差別の

りを考える ∫ 実例

るOの悩みや苦しみを理解 た人の苦しみや悩み

学午 i つ

てる. た人と共に生

要である. きる

* # エイズの疾病

樵 念 を理 解 概念

別子吉 し,いたずら 2_エイズの予防
I) な不安をなく 3_エイズと偏見.

1学 ･-. す 差別

年 学赦
括 た人 と共 に生

辛 きる社会

*3 特別 中学生朋の生 1_男女の人間TLEl

き方とエイズ

･性感染症 的閉BI行地

括 -特定の異性 する.し 将来自分自身がそ 2.性行動を選択
動 とのかかわりについて- した椿兼を考える

学辛 学叔
活 わる意志決定

勤 である. る｡ ヤ行動選択

看整蓋碧



学年=･との指g内事例 (高等学校)

保I件育i8保辛 エイズo}干L8(qL元日現代社食とtJrイ■■の良挿4JLと皮Aの予防エ■集金とその1,E8) とを脚 する. L益虫症としてのエイズてのエイズの現状3_エイズの予防方法4_エイズ上音やi卓Jill

上うにする○

iFtItiFのJEJtや人コ二位▲中 L事JE肝青の暮Jiと灸件2_壬J;■Fと主fJjB丘法ltた用Jtビル (eLjJL蛙】■)とコンド-.ムについて一.人_LBJi中JL

Iを) じもt■丁生iEの各 十も.

と■■) 脚 を回る○ つ tもことを耕 する.

公氏A現代礼会 エイズ上せ.&魚甘Q)プライバシーと&生tJ:負一■与川It代に生 きる私f=ちのA t.｢林学はkの見違 と生食のPlI｣) ることを丸付く.ことを朱付く○ )_井手茂書の先j壬とlB発症の克≠へのtKrT■斗染産に叩する葦封や4(且の現状え方

特別鮪助言lAルーA括I- エイズの正しい凍Jfの七′一に かを考える9 イズの現状ズの閃僧AJL感触捷姑5.エイズの予防方法つらない旬見や差別の除去

エイズ と屯兄.差別 群や4[兄を払拭する◆ とを耕 する. J.エイズの現状2_エイズ土着 ーdS兵曹への■見 -差別とその払拭3.まとめ

蓋同会歪上 ス トップ .す .エ イズ(文化無) hElJEytをJtめる.t暮める. 2.テーマを書明する公表する



ロ 二二小学郎 おける指導例

1 億 LJD撃年･-帽蒜蒜蒜 (事績帝鴨)JfEおf:1

1.度村名 .せいけつなからだ

与 喜 EE;

()) 健康な生活を送るためには,体の清潔に心がけることが必要であることを知り.健康的な生活習慣

を実践する能力を身に付けるb

(21 日常起こりやすいけがに適切に対処できる能力を身に付ける.

3 設定の理由

日常の健康的な生活習佃の定着を図るとともに,日常起こりやすいけがに対して衛生的に対処できる

ようにすることが,健康な生活を送るうえでの基礎的,基本的な能力や態度の育成につながる｡

4 展開例

巧 言芸.oTaai=芸 %#;､蒜 1 か○

rTf享琵 盲ifff lチ

●病気になる.え体の汁ik-

できたかo



1 小学校における柑書81

文科2 ｢じぷんでできるよ｣

けがをしたら､すくこのてあて

-~十

きずぐちに.｣ニやすながつい
でいます.すCkどうの美で

あらいなかしまし▲う.そし
てきれいrJハ/カナやティ1
シュベー/i-でさすぐちをお

さえまし▲う.

さすぐちを.El分の心そう上り(=か T:モtrいて.はなをBさえます.
くして.きれいな′､ノカ 上をtrくと､はなぢがのどの方lこながItてい
ナや､ティ7ン1ベーパ ってしまいます.
-で､さすぐちをおさえ はけんしっにいくとさは.ティッシュベーパ

ます. -rJとで,は/JをおきIJ'Lからいきまし▲う｡

おとなの人にみてもらう机に､自分で

できるであてはやってみましょう｡



帝5章 エイズ教育の展開例

2 第6学年 ｢体育 (保健鋼域)｣における指導

l EE材名 エイズについで知る

2 本時の指串のねらい

(1) エイズという鏑矢は,人間の体に備わっている病原体から体を守るtl:組みを閉める輔気であるが,

自分たちのEr常生活においてはうつることはないことを確解する0

(2) エイズについて正しく理解し,行動することのできる能力と態姓を餐う｡

3 指g計画

1 補気の起こり方

2,病体がもとになって起こる病気の予防

3 エイズという病気 (本時)

4.生活行動がかかわって起こる鏑矢の予防

4 設定の理由

児垂は,エイズについて断片的な知識や情報を得て.誤った洗念や増えを持っていたりする｡このた

めエイズについて正 しく理解させ.エイズに適切に対処できるための韮本的な認粗を育てる｡

5. 展開例

三言書芸書芸 恵 妄1 たか○

~墜ll'.i∴塊.P.:t.I汁 伝 書三笠 軍 可

たか.

4皮f*の接触●せきやくしゃみ仁 一 ∴ ∵ 弓

つ た○



l 小学段における摘斗桝

○水に軌 ､. [ ぐ役Eをしている.

o消毒液で死ぬ. 三 と薄い吸でおおわれていると

れない○ 空T o白血球-...体内に偉人した病

↓

遜 1@@B '--～ 願



第 5辛 エイズ教育の展開例

一高半年 r濃艶 ft:おl≠る指導

1 用材名 .わけへだてなく (高一4-(3).関連価値 高一2-(2))

責科名 つらかった.あのころ (自作資料)

2 日 fF

(1) 相手の立場や気持ちを称重し,だれに対してもわけへだてすることなく.公正 ･公平に振る舞おう

とする態度を糞う｡

(2) だれに対しても思いやりの心をもち,相手の立場に立って行動しようとする心情を育てる｡

3 設定の理由

エイズによる偏見 .差別を払拭するには,エイズを正しく理解する必要があるが,Fl常の教育活動を

通して人間尊重の棉神の育成に努めるとともに,それらを補充深化 統合していく道徳教育の充実を図

り,身近な偏見や差別に気付かせ公平で公正な態度を養う｡

4. 展開例

･ ■.

ができたかQ

合って発表する○

㍗ -I ､● - た ､ に気付く.

I:-.∴ Vじめにあっーカら
-.∴. 衷する○

合って聴衆する.

きたい.

∫
い.,

る｡

①学習のまとめ



1 小学俊における措辞例

jt科 rつらかった,あのころ｣(自作.茂み物資科)

いまだ'からお話しできますが,息が小学5年生になった10月に.他のJTから転牧
してきた♯初のE]のことです｡教室でみんなにあいさつをしたとこち,みんなが
どっと美いました.息はなぜだかわからず丘が赤くなったように思います｡後で
わかったことですが.私の言葉がみんなの発音と適っていたからです｡その後も
みんなが,何かにつけて私の話し方を実ったり.からかったりしましたので.技
手の時の先生の千問にもうまく答えられなくなりまLI=｡そのため.私はとても
悲しく.～の学校の友だちのことなど思い出して,どうしてこんな早世に来なけ
ればならなかったのかと戊が立ちました.
そんな名を,いつもかばってくれたり.助けてくれた友だちかいました｡丑俊

も下俊もその友だちといっしょで,その時だけは自由に岳ができました.しかし
その友だちも急に私からはなれるようになりました｡なぜだかよくわかりません
那,その友だちは皐といっしょにいたり.伸上くしていることをLNりの友だちか
らいろいろすわれたのだと思います｡私は一人ばっちになりました｡学俊にいて
も寮にいてもとでも淋しく.つらいE)が挨きました｡そのことを我にも先生にも
甘えず,草枚に行かなくなりました｡

そんな時.エイズウイルスに名染したライ丁ン ホワイト省のことを本で知り
ました｡私以上にとてもつらかったと思います｡しかし.とても勇気のある人だ
と息いました.それから私も決心しました｡弟朱をもとう,そして私と同じよう
を思いをする人をつくらないように,そういう人がいればその人の気持ちがわか
ってあげられるようになろうと｡いまでは元気に拓牧に通っています｡もう心配
しないでください｡



1 度村名 エイズについて知ろう

2. 日 襟

川 エイズによる偏見 差別を払拭するためには,エイズを正 しく理解することが大切であることに気

付く｡

(2) 薫別を受けている人の心を察しで.偏見や差別をなくして.共に生7.1するよう心掛ける｡

3 設定の理由

エイズに対する無知や誤解によって.エイズウイルスに感典している人に対して偏見や差別が生じて

いることを知り,エイズを正しく理解することの大切さに気付かせる｡また差別を受ける人の･L.･情を推

寮して.エイズウイルスに感染している人に対する悪書我や行動 態度について考えさせ.これらの人達

に対する偏見や差別をなくし.共に生活していくよう心掛けさせることが大切である｡

4.展開例

rt話 芸慧 憲 完 1 たか.

う 付いたか○

からである

した え

一人の訴 1-､ メ -' 75

tとだろう y見る○

たいo

･ .∴. を知る○

か を奉考にして正す. か○

たらよいか○



1 ′ト苧枚における指等例

Ei ] ∴ -∴ .lr･･ ､-. ●∴ .l･l･l･7 日 l

++IJ+



節5帝 エイズ教育の展Pl例

jt料3 農奴 に対してどんな<えを持っていますか



2 中学収における指帝例

ロ コ 中学校における指導例 ｣

l.JJ嘩 元名 一感染症の予防 (性感染症の原閏と現状)(エイズの予防)

2 日棟 (エイズ及び性感染症の予防関連のみ)

(1) エイズの疾病概念,感染准路.予防方法を身に付ける必要があることを理解できるようにするo

L2) エイズ及び性感染症は.主として病原体に感染している相手との性行為によって感典することを理

解する｡

(3) エイズ及び性感染症を予防するためには,病気に対する理解と性行為に対する適切な判断や意志決

定が必要であることを理解する.

3 指i*計画

1時関目 感典症の堺田とその予防

2時問El 同上

3時間臼 エイズの予防 (本時)

4時間El 性感染脈の予防 (本時)

4.設定の理由

エイズは現代における感染症として,重大な健康開襟の一つである｡さらに,我が国においでは,性

に対する価値観や性行動が多様化し,性感染症が増加傾向にあり,若年層にもそれが広がってきている｡

ここでは.エイズを含めた性感染症に関するI正しい知粒を理解させるとともに予防のための基本的な事

項を学習する｡



第5革 エイズ軟膏の廉関例

5 第3.4時間Bの展開例

[第3時間日の展開 (3/4)(エイズの予防)】

gI入 ).エイズの疾病耗念

i.病原掛 川 JV (ヒ ト免疫不全ウイルス)

≡ である｡巨 hH{ふよ芸で宴芸芸豊吉三三.h疲鮒 抵̀抗力' 知らゃる.

;｡今のところ.完治させる治療兼や予防秦は網

■ 2,エイズの感触経路

合い発表させる○

;●性行為による感染

■ーI 14母子感染 【l

ト の他きがあることから.HIV感典者との日i常的な接触では感染しない○

■ 3.エイズの予防

のでしょうかo

IlⅡ

ならない○
】 るーとを考えさせる○

it
る○



[評価 (エイズの予防)]

(1) エイズの疾病概念や感典経路について理解を深めることができたかo

t2) エイズの予防について理解を深め,予防のためには望ましい判断力と意志決定力が大切なことがわ

かったか｡

[第4時間日の展開例 (4/4)(性感染症の予防)I

iI入
する.

Jt2.性感染症の理解

I

のか考えるO

暮

理

[評価 (性感染症の予防)】

(1) 性感染症 (STD)が正しく理解できたか.

(2)性行為に対する適切な判断や意志決定が必要であることを理解し.異性との望ましいかかわり方が

大切であることがま託されたか｡

班粥べする性感染症の例

捕+.湘南.クラミジア (非淋書性尿iI炎の一つ),トリコモナス.性器ヘルペス.

せんlJい (尖圭)コンジロ-ム 書

※授業を進めるに当たって (エイズの予防)

(I) エイズの疾病概念

エイズについて.今まで学習した内容を自由に発表させ,学習意欲を引き出すようにする｡



軒5草 エイズ教育の展掬例

今までの学習を復習しながら,展開にある4つのエイズの疾柄概念の策略を確認する｡なお,免疫

についてはこの単元で学習する内容であるが,過度に専門的にならないように留意し.生徒の実態に

応じて取り上げるようにする｡

(2) エイズの感染種路

エイズの感触経路についてグルーブで話 し合わせ,話し合った内容を発表させる｡｢エイズはどの

ようなことが原因で感典すると思いますか｣とr机 ､かけ,今までの知池と教科杏をもとに感典経掛 こ

ついて,やや詳しく考えられるようにするO分からないことや尿閉点なども明らかにしておき,全員

で3つの感染経路を確認するときに,説明を加えるようにする.

3つの感敗軽臓について知り.これらの感染･経路から,日常生晴では感典しないことを確認してお

くbまた,感染経路の誤解から偏見や差別が生 じていることにも触れる必要がある｡

血液穀剤による感染については,現在は安全に処理されているので,心配はないことを知らせる｡

また,HIVに汚敗された注射針による感染については,麻薬や兇せい剤の回し打ちによってうつる

ことを知らせ,その意味でも.麻薬や党せいWLなどの薬物を使用しないことを指導するようにしたい｡

(3) エイズの予防

エイズの予防では,現在,最も多い感典経路は.只仲間性rl為であることを知らせ.HIVが存在

する棉液や股液に直凄触れる性行為や多数の相手との件行為がエイズに感典する可能性の高いことを

知らせる｡その際,中学生の発達段階を考慮し,性行為に対する望ましい判断や強い意志決定が大切

であることを強調する｡また,コンド-ムの正しい使用が有効な手立てのひとつであることも知らせ

る｡

(1) エイズと偏見や差別

エイズに関する誤解や偏見や差別については,資料をもとに,偏見や差別の事実があることを知ら

せる程度にとどめる｡

【性感染症の予防】

())性感典症の現状,主たる性感放症の縞原体,感典範路.症状などについて正しく知らせる｡

(2) 最近の様相として,互いに愛し合っていれば性行為も本人の自由といった安易な考えから,性行為

に対して肯定的 許容的な風潮があるC中学生 ･高校生の性行為は社会的に許容されているわけでは

ないが,実際に性行為軽験を有する者も布在する｡さらに.人間は成長すれば多くの者が恋愛関係に

なったり,結婚して性行為を行うようになる｡したがって,性行為を行うに当たっては,賢明な意志

決定ができるように広い視野から判断力を持たなければならないことをしっかり理解させたいOそし

て,男女の人糊関係を深めるには,交際の適確を大切にすべきことを十分に理解させるC性感染症の

価さを知らせで行動を抑圧するのではなく,胡女の人IIU関係の関越として考えさせる投薬にしていく

ことを心掛ける｡

補足的になるが,性感染症にかかっている可能性が考えられるときには,すぐに馴 'つ医の診断を受

けることの盤要性も強調する｡恥ずかしいという意沖から.処慨が遅れることの価さを理解させる｡
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2 中学校における相4F例

l 主題名 HIVに感放した人と共に生きる社会づくりを考える

2 措i*のねらい

(1)HIVに感染した人に対する偏見や差別があることを知 り.偏見や差別をなくすようにするQ

(～) HIVに感放した人たちの悩みや苦しみを理解し.共に生きる社会づくりを考える態度を育てる0

3 設定の理由

HIVに感放した人及びその家族の肉体的,和神的,胡二会的な苦柿は,はかり知れない厳しいものが

ある｡このためHIVに感放した人に対する偏見や差別,さらにはエイズに開通した悪口.からかい,

いじめ等をなくし,常に相手の人格を単項するという人間韓萩の捕神のうえに立った行動や旗艦がとれ

るようにすることが大切である｡またH1Vに感放した人と共に生きていける社会を尖現することが必

要である0

4.展開例

一′ . .●.′

1.HIVに感染した人に対す を知る○

る偏見や差別

の実例

Lf-̂ のSLみや悩み る○

!質問事項 】 表させる○
:●ボランティアとして赴いたアフリカで,H :

E ーVに感染したことを知った時の年者の気 i
芦 持ちfi,どのようであったと,思うか○

i ていながら,HfVに感染してしまったの :

;■帰国綾,HlVに感染していることを*鵜 :

:.感染をうち明けて交際を始めた筆者に対す E;●HⅠVに感染した体験をF育り始めた筆者にl毒 ついてどう思うか○ を発表させる○)

3.HIVに&*
した人と共に



第5章 エイズ教育の展開例

5.授業を進めるに当たって

(1) HIVに感染した人に対する偏見や差別の実例

HIVに感染した人に対する偏見や差別の尖例を知らせることは,HIVに感染した人と共に生き

る社会を考えるために捷めて重要であるが,考えを深める時間を確保するためには,実例の資料の碇

示の仕方を工夫する必要がある｡例えば,いくつかの爽例の耗略だけをプリントして配布し,簡-W=

解説する,あるいは,代変的なものを選んで教師が読み開かせる.などが考えられる｡

(2)HIVに感染した人の苦しみや悩み

資料を読む臥 生徒の意紙を高める意味で,重安だと思われる部分にアンダーラインを引くように

させるなど工夫する｡さらに.展開例にあるような質問事項を用意し,静し合い活動をさせたり,坐

徒に発表させたりして,理解を深めるようにする｡

(3) HIVに感染した人と共に生きる

HIVに感染した人と共に生きる社会を築くためには.どのようなことが大切かを考えさせたり,

発表させることが,本時の中心課磯である｡そのために.資料から実例を知り,どう受け止め考えた

か.また,HIVに感染した人達がどんな思いで生活をしているかなど,生徒に気付かせることがポ

イントになる｡

(4)話し合い活動

放し合い活動を通して,この課題について,自分の考えを深めるようにする｡なお,話し合いの時

間を有効に使うため.あらかじめ,司会者,記録者,発表者等を決めておくとよい.また.役割を自

覚することで,課題に対する意識も凍まると考える｡

話し合い活動は,他の人の考えに頼り消雄的になったり,一人一人の考えが生かされなくなったり

しないよう.十分に配慮して進める必要がある｡話し合いの結果は.カードに記録して掲示させるな

ど,学習意欲や関心を塙めるよう工夫する.



2 中学校における拍噂例

3 第1半年 r特別活動 (筆綴活動)｣における指導 _- r

l E材名 エイズの疾病概念を理解し.いたずらな不安をなくす

2 措辞のねらい

tl)エイズの疾柄概念を瑚解し.エイズの予防についての珊解を深め.不安を解消するD

(2) エイズに対する偏見や差別について考え,HIVに感典した人と共に生きる社会をつくろうとする

蕃欲をもつ｡

3 設定の理由

我がriTでも,特に若い世代をrトHllVに感典する人が急増していることから,盛大な健康聞損のひ

とつになっている｡しかも現在のところ,エイズについてITしく理解することが唯一の予防薬といわれ

ている｡

エイズについて科学的に理解させておくことは緊急の課過といえる.

4 展開例

1.エイズの疾病
hk

枕崎を知る.

である○

いoとめる○

2_エイズの予防

とを疎放する○



熊5革 エイズ教育の展開例

3.エイズと偏見.

差別 することを知る○ 取り上げる8

した人と共に
生きる社会

ことを知る○

※パンフレット rrl学生用エイズ教育教材 ｢AIDS-エイズを正しく理解しようI｣(節8版)発行
平成12年12月 (財)日本学枚保健会

【評 価】

川 エイズの疾病概念を理解し.エイズの予防についての理解を深め.不安を解消することができたか｡

(2) エイズに対する偏見や差別について考え,HIVに感染した人と料 こ生きる社会をつくろうとする

意欲がもてたか｡

5. 授業を進めるに当1=って

(1) エイズの疾病概念

本時では.小学枚で学習した内容を復習し.エイズとはどのような病気なのか.また.叔近の傾向

はどうかなどを確認したりしながら.生徒に興味や関心をもたせていくことを重視するOそのため,

パンフレットを活用し,グルー7'で舌し合うなどして,考えさせるようにする｡

エイズの疾病概念については,展開にある5つの観点から理解させるようにする｡

特に,若い世代に増えでいるエイズの戚近の傾IE･Jに注目させ,その理由を考えさせることが,偏見

や差別について理解するうえでも蛮安である｡

(2) エイズの予防

ここでは,3つの感典摩椿について理解することにより,日常渚勅ではうつらないことを･確認し.

いたずらな不安を払拭するとともに,偏見や差別を考える手かかりとする｡

(3) ェイズと偏見や差別,H1Vに感典した人と共に生きる社会

H7Vに感染した人に対する偏見や差別に関する新聞記部を資料として,偏見や差別の即実を知ら

せ,グループで笥し合わせて.なぜ起こるのかを考えさせる｡そして,HIVに感典した人と共に生

きる社会を其くには.人Fqヰ盤の棉神をもつことが大切なことに気付くようにさせる｡



2 中学校における指蒋例

41第3半年 ｢特別活動 (撃級活動)｣における指導｣･-

l Ei材名 .rr.学生の生き方とエイズ 性感染症

一特定の典性とのかかわりについて-

2 指i#のねらい

(1) yi女の人間関係は.その成立によって多様であることに気付かせるとともに.豊かな人間関係を築

くためには.人間尊並.朔女平等を基盤とした関係が五黄であることに気付かせる｡

(2) 男女の人間関係には経過があり.この程過において互いの人格を尊並 し.相互理解を深めていくこ

とが大切であることを気付かせる｡

(3) 性行動を選択した舷弧 どのような催矧 u題が起こる可能性があるか考える｡

(4)性行動は男女の人間側係が重安であることを認識させるとともに,それには兼任を伴うことを理解

させるC

3 設定の理由

rrl学生朋の特徴として.性ホルモンの働きが活発となり.性衝動が.lJまり性的刺激に敏感となる｡こ

のため,性や輿性に対するrW心が高まり.輿性への接近欲が胡女炎に瑞まってくる｡そこで.この時期

には,異性への関心や接近欲が高まることは自然であることを知らせるとともに.異性の心理や列女交

際のエチケットやマナー.交際相手の選択などについて考えさせるなど,人F馴姻係としての性行動を系

横的,複合的に扱う必要があるO

そして,それぞれの朗女の人間関係において.自分の生き方としてどのような行動をとるべきかにつ

いて,深く考え,丑かな人間関係を形成するために,自己表現力を高め,適切な判断や意志決定,行動

選択の能力を身に付けようとする恋欲や態度を育てることが大切である｡

ここでは青年期の性行動とその間XBdli(リスク)について学び.特定の災性とのかかわりについて考

える0

4 展開例

①男女の人Fq関係は.その成立によって多様であ
ることから,人御社韮 -%女平等を基盤とした
関係が丑辛であることに気付 く ｡

②射女の人間関係を築くには過程があり.この過
程において,互いの人格を林立し.相互理解を
疎めていくことが大切であることに気付く｡

⑧ェチケyトやマナーが必芋なことを理解する｡
Q)性行軌 こついて考える｡
●手をつなぐ,座るときに熊になる.抱き合う.
キスする.性交する｡-相互理解.倍額の上に
立った関係だからこそできる行為である｡

旧来のEa定的性役割椴が今もなお,
朔性軌.女性軌,家庭観,七井枚.
人W関係等に影書を与えている櫨合

があることを知らせる｡
人の愛情の発現や感じ方は,相手と
の関係や自己のせかれた状況によっ

て多様であり,自分勝手な考えや感
情から相手にいやな思いをさせたり,
困らせたりしないことが大切｡
自分自身を肯定的に受容し.かけが
えのない存在として大切にする｡
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祈5皐 エイズ教育の展開例

性的な間恩行動

2.性行動を選択

した括兼を考える3.ケ-ススタディ 合う○

●望まない妊娠

わる意志決定 すべき

-いまとめ,発表する○

4.行動選択 (i)性行動

5 授業を進めるに当って

H 第 3学年保健体育 (保健分野)｢ェイズ及び性感典症の予防｣の学習を終了した後に実施すること

が望ましい｡

(2) 内容が多いため,少なくとも2時Rqの設定が必要である｡

(3)男女のグループ構成は,話しやすさと,後半のグルーブでの発表時にそれぞれの意見の相違,Cは 認

許することを想定している.また,その中で ｢性｣について其剣に惑し合うことは.相互理解のため

にも,大切だという美感をもたせる=夫をすさO

(4)性行動の結果,どのようなことが起こる可経世があるかを典体的に認知させるとともに,性行動に

は生殖を目的としたものと,ふれあいをEl的としたものとがあるという方向に発展することも可能で

ある｡

(5) 男女に限らず,お互いを尊重し合える人FFU関係をもつためには.どのような ｢行動｣をすればよい

のかを典体的に考えさせる=尖をする.

(6) 自分の行動に焚任をもてるようになるために,正 しい知識の理解.意志決定能力の確立.行動の選

択などを身に付ける手だてを生徒の発想の中から具体的にあげさせたい｡

(7)10歳代における性交に関する忠誠や態度は.男女に食客な性向が見られる｡中学生においでも,性
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2 Ffl学枚における拍媒例

風俗産薬に摺近したり.中には,いわゆる ｢援助交際｣等の性の逸脱行動に走る生徒もいる0時に,

｢援助交際｣については.売春であり.法的にも倫理的にも許されないこと.また,予想される不幸

な郡態について理解させる必要がある｡

5.参 考

(1)卒倒を活用した学習 (ケ-ススタディ)

わち,口借生活で起こりそうな架空の物語で場両を設定し.学習者がその主人公の立場に立ち.登場

人物の気持ちや考え,または行動の耗米を予想したり,主人公がどのように対処 (態度や行動)すべ

きかについて考えたり許し合う｡学習者は,架空の人物について諮し合うため.自分の個人的な経験

を暴養したり.気恥ずかしい思いをする心配が少ないことから,学習者の率直な気持ちや考えi･引き

出すことが容易になる｡

こうした学習活動を通して,学習者の誤った社会通念の政敵 心理社会的安田による影響の存在.

望ましい対処の方法などについて.効果的に学習することができるC多くの場合,プレインス ト-ミ

ンタやディスカッションなt'と組み合わせて学習活動が展f対されるoまた.ライフスキ)i,学習を効果

的に進めるために,串例を活用した学習 (ケーススタディ)を13-ルプレイングの学習活動の前段階

に位階付けることも一つの方法である｡

事例を描用した学習 (ケーススタディ)においては,場面設定する物語の質が何よりも盃要となる｡

少なくとも,次の点に情意する必要があるO

(秋llrA健収教育研究会 】995年)

(2) ｢望ましい付き合い方とは｣

自分も相手も周囲もいやな,BLr.いをしないことや,幽らないことが望ましいoLたがって,エチケット

(約東)を考えておく｡エナケyトとは仰Juがお互いに迷惑をかけないために守る必要のある共通の約

束事である｡

中学生同士の付き合い方のマナー,許される範Eflを理解させるcLていいこと.してはいけないこと,

どちらか分からないこと等あるが.その判断進蝉は,その行為の結果の貿任を自分がとれるかどうかが

基本である｡だれに知られてもいい,後ろめたさのない付き合い方かどうかをしっかり考えさせたい｡

*よりよい人IuJr咽係を築くために (よりよい付き合い方かt'うかの叔体例)

･互いに相手の人格を尊蕊する｡ 自己の欲求をコントロールする｡

上手な話し合いや楽しい芽凶気づくりをする｡ うそをつかない｡ 見栄を張らないd

･お互いのプライバシーを大切にする｡ ･金紋やもののせし借りをしない｡

服装や態度に気をつける｡ .イエス.ノーをはっきり音う｡ 勘所がらをわきまえる｡

･偲活は時FuJを考え,短時fuJにする｡ (性教育の手引 東京都教育委fl会 1996年)
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3 高琴学校における相称例

高等学校における指導例

1 lW L(科 目僚 鴨 .)｣一に お lナる 槽 導

I. 小単元名 現代社会と健康 イ 健康の保持増進と疾病の予防 ′ト単元 ｢感染症とその予防｣

2.E] *

エイズの現状と問題点を知り,その予的方法について必要な知言放を理解するとともに.個人の性行動

や生き方が盃要であることを理解する｡

3 指g計画

1時関目 感染症とその予防

2時間日 エイズの予防 (本時)

4 設定の理由

エイズは,近年.七億,脇菅山血性大腸菌感染症や薬剤耐性蘭問題とともに重要な健康問題の一つで

ある｡

ここでは,エイズの予防方法を取り上げ,予防における必要な知軌の理解を図るとともに.社会的な

対策及び個人の適切な行動が韮要であることを理解できるようにするa

5 展開例

〔第2時間目の展開 (2/2) エイズの予防)

iI 1.感典症としてのエイズ

入

鋭明する.

∫ としでのエイズの現状と問

埋点

ア)○



第5や エイズ扱frの展開例

∫ 3_エイズのT,防カ法

①社会的村井
●-次予防

啓発

●二次予防

⑳中人の行弛 ることを耕 させる○

■ の玉

I を知らせる.が有効である｣と.

妻になる. する.

とどめる.

i 感染名一に付する偏見 .差別 ち

t

8 押缶 (エイズの予防)

(1) エイズの現状と予防に必要な知鞍が理解できたか｡

(≡) エイズの予防には社会的な対策とともに,個人の岩切な行動が必要であることが理ガできたか｡



3 高等学校における拍専例

l 小単元名 生涯を通じる位康 ア 生渡の各段階における健康 小単元 ｢結婚生痛と健康｣

2 日 撫

家族計画の意森や人工妊娠LLl租の心身への影響について理解するOまた,避妊法の選択に当たっては,

今日の大きな僚船問題となっているエイズを含む性感染症の予弘という視点からも考え,生徒同士のア

イスカ′シ ョン等を通じて.適切な意思決定や良好な人FluF対係を弟 くことが健康な結婚生楢の基盤とな

ることを確解する｡

3.指導計画

1時J耶El 受梢 妊娠 出藍

2時間El 家族計画 (本時)

4.位定の理由

｢すべての子どもは.嬰まれて生まれてくる子どもでありたい｣このことは,どの家族にも共通する

切実な願いであるoそのためには,母子保健の立切から.また,未艇の幸補のために子どもの産み方を

計画することが大切であるO

ここでは.結締生活の中の家族計画を取 りrtげ,その恵幾や受胎調節の方法並びに人工妊娠中絶に関

する間視点等の理解を図る｡

5 展開例

(第 2時間日の展開 (2/2) 家族計画〕

書 義と条件

①家族計面の意我

えさせる.

入 ●出産年齢
気付かせる.

●軽清的な条件 れる｡

展 2.受胎前節と主な避妊法 あるのか○

(D受胎fPl節とは

②主な避妊法

ペッサリー

■一 ●受柵卵の着床阻止.を胞内 す る.●捕子 で殺 o V○

するB
ビル



千M (参考)緊急遭妊法

させるO

3.佐 用 旦 ビ ル しますか?

(経口避妊薬)とコンドームについて

肺潔に脱明する.

(蔓誓軍票誓書:話 芸BbO芸竺

け多く出させる.

■併用する○

は ま至芸警芸警官鵠 昌.'=芸;三言だ. させるE,

める. させるo

t 4.人工妊娠中絶

1= る｡

(卦開催点

ほ 呈警 孟三宝=oLつてA.酢 きない身体に ) 理解させる○

+ ･一;肝:

えさせるo

を発表する○

6 評価 (衷族計画)

(1) 家族計画の意我.受胎関節の方法や人工妊娠中絶の心身への彩管について理解できたか｡

(2) エイズを含む性感染症の予防という枚点から,避妊法の選択をするなど適切な恵志決定の必要性

が理解できたか｡

40



3 柘等学校にBける指4(例

2 ｢公邸 ト(現代社会)｣におlS-る指導

l 小単元名 一現代に生きる私たちの謙遜 ′ト単元 ｢科学技術の発運と生命の間週｣
2 Ej ql

(1) 不十分な知識が,不必要な恐れをLtみ,差別の原因となること｡

(2) 多 くの人と兆に生きていく社会を築 くには,偏見や差別をなくすために正 Lい知純を収簸するなど

理解するための努力が必要であること.

3 指斗計画

1時間El 科学技術の発達と生命

2時間El 生と牝の自己決定

3時間目 エイズ吸着 感敗者のプライバシーと共生社会 (本時)

4 世定の理由

近年の科学技術の発達は.天然垢をはじめとする感染如三の克服に大きく貢献した｡そしてまた,正 し
い知識を示すことによって,多くの感染症に関する偏見や差別も減らしてきた歴史がある｡

しかし,いまだに,感染症に対する偏見や差別によって,恩者や感染者の人としての権利が守られず

に,多くの人々に苦痛をもたらしている堺実がある｡

本時は.エイズの感染者が耽械する際に.本人が感染者であることを公にすることによって.どのよ

うなことが想定されるかを取 り上げ.共生の論理を考える｡

5 展開例

〔第3時間日の展開 (3/3) エイズ患者 ･感染者のプライJTシーと共生社会〕

● 1.科学技術の発達と感染症の克服 る○

入 への取組み ン柄など.

t Z.エイズを含めた感染症に卯する差別や仲兄の現状 偏見の網をnベる｡

■一3_感染症予防兼の考え}1-

1 た他人と社会の千住 *t

6.評価 (エイズ患者 ･感染者のプライJ(シーと共生社会)

tl) 科学技術に対する不十分な知識が.不必要な恐れや不安を生み,差別の原因となることに気付い

たか｡

(2) 人々と共に生きていく社会を築 くには.正しい加軌を持つように努力することが必姿であること

に気付いたか｡
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ホ5卓 エイズ社有の展開M

3指蒜蒜 (ホームIレーム漕 ■)Jにおける糖尊

l IE村名 :エイズの正しい理解のために

(㈲ EI本学収保健余発行の高俊生用エイズ叔Jff軟材 ｢ATDS-正しい理研のために｣9版 (辛

成12年12月)を活用する)

2 日 掠

(1) 世界や我が剛 こおけるHIV感敗者の糊加と感触鮮路を押解し.HTVの感染を眺ぐためにはどうした

らよいかを考える｡

(2)エイズという病気の科学的理解をもとに,HIV感染者に対し偏見や丑別をしないことの大切さに気

付く｡

3 設定の理由

近年の我が国におけるH】V患染音数は急増し.しかも興性問の性行為による盛典が過半敦を適えてい

る｡エイズは,その盛典板持から見て,もはや特定の人々の間に見られる病気ではなく.だれもが感染

する可能性がある瑞気である｡さらに10歳代での盛典者が報告されているほか.20鼓代の感染者が増加

している｡このため.応俊生にエイズが身近になりつつあることを書告し.エイズに対する正しい知it

を身に付け.エイズを予防できるようにするとともに.HIV感染者への偏見や差別をしない態度を育て

る必要がある｡

4 展開例

事 メ ズ ー
るエイ の現咲

人 させる.

を弘■する.

長 2.集積としてのエイズ

とを良明する

A に現明する○



3 高等学校における指溝例

展 巨 と垂 垂垂 ][三三三頭 重 ]

3_疾病 としての

エイズの問題

点 f一 を 一 一 を

祝明するo

4_盛典経路 ①盛典従輪について説明する (p-5).

開 と〇番典であること○ 明する○

方法

る○か○か. 触れる○

6,H常生略では

うつらない 糞する○

甘哩 7,HIV感触に I -
関する偏見や差別の除去 る○ る○



第5や エイズ教育の展開例

l 良材名 ス トyプ ･ず .エイズ

(文化祭で ｢エイズ｣をテーマに取 り組んだ例)

2. 日 #

(I) 生徒の課題解決能力を育成し,健康文化づくりへの参加意欲を高める｡

(2) 自らの力で成し遂げたという生徒の成就感や自韓感情を詰める｡

3 限定の理由

エイズを生徒にとって身近なものにするためにも.また生徒同士教え合うことができる力をつけるた

めにも,生徒自らが活動する機会を活用することは重要である｡これからの健康の保持 増進のために

は,人々が自ら健康について学び.その学んだことを地域の生活に生かし.自ら健康文化の担い手とし

て成長していくことが期待されており,文化祭等の生徒会活動 (保健委月会)はその有効な俵会のひと

つである｡

4. 展開例

+ チ-マを役立する A

入 (課親の発見) を諌める○るのもよいo

展 テーマを解明

する

(謙題の探究)

rq 収集等○
用するとよい.

ビユ-河童等. 撞○

まとめ 解明したテ-

マを公表する
(陳庫の発表)

作品づくり
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表1 AIDSの埼年表
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第6孝 エイズにrnする血液

エイズは,1981年.男性同性愛者 5人に発症したカリニ肺炎一奇妙な疾患の記載に始まる｡

病原体として1983年にHIVが発見され,t985年,抗体検査のELISA法が.翌年ゼラチン凝集法が開発

された.アメリカ各地の調査により同様の免疫不全性疾患が確認され,その成因が先天性の免疫障害で

なく.放射線や抗癌剤.免疫抑制剤なども類関係な病気として1982年A】Dsの定兼が確立し,1983年に

は親任変名にもAIDS発症が確認されたOヨーロyバ,アフリカでもATDSの存在が知られ 1986年には

HIVl2重空が発見された0本症の病態がHIV感典に始まり,並症候感典期を軽でAIDSを発症するHIV感

敗症の全柄俊から病型分類が発表 (1986年)された｡

HIVの起源地に擬せられるアフリカに倍も多く感染者が存在し.ついでアメリカ.ヨーロッパで毎年

多発したが.アジアでは遅れて1980年中期から南 東南アジアで流行が始まり,1990年中期以後急増し

ているcWHOでは人類の脅威として捉え,世界を挙げてエイズ対紫に収歓んでいる｡

E ::エイズの流行状況 r J

Eコ 我が国の流行状況

我が国では1984年,厚生省がエイズサーベイランスを開始し,1985年 3月に男性同性閥性的頗触によ

る感染確軌吸着節1号が認定された｡当初は.アメリカやヨーロyパのようなバこ yクはみられなかっ

たが,1987年に輿性閥性的接触感染による女性駁者が認定されてからパニック状態となり.相談 ･検査

希望が急増したO当時,我が国のH工V感染者/AIDS塩者の大部分は凝固因子製剤で感触した血友病息

者であった01985年から加熱処理策固因子製剤が登場し,その後,穀剤材料にHlV抗体陰性血汲のみが

使用されるようになり.新しい感染者はなくなったO冷血血液は1986年から抗体検査が行われるように

なり.安全性は増加したが.感触後早期のウインドウ ピリオドに検査の盲点があり.1997年には抗体

陰性の戯血血紋受血者の感典が確認され,検査法の改良とp24抗原検査法導入の検討.さらに自己血

輸血の推進を図ることになったO我が国のエイズ思者や感敗者款は,諸外凶に比べて増加速度が綴やか

であるが.毎年相加を続けており,我が国と交配の狭い南 東南アジアでは,1990年中期以降毎年急増

しているので.我が国への影響を注意する必要がある｡ しかし.我がLilの現状ではEl本人の感染者が

70%以上を占め,国内感染が約70%を占める状態である (図 1,2,5)0

HIVの感染経路は性的接触,血液媒介及び母子盛典であるが,我が国では1980年代後期では血液の殺

聞因子製剤媒介の感染者が多かった｡1985年以後徐々に増加 していたEl本人の性的接触によるHTV感染

者/AIDS患者が1990年代中朝から増加度を高め,1999年には過去瀬高の報告数となり.同年末の累計

IIIV感染者3443人となり (表 2.図3).菜園因子穀刺による感曲者1434人を加えれば4877人となる

(衷3)｡1999年末までの媒軒の感染経路別では.粍性Fu性的接触が感染者のLI67%,瓜者の457%であ

り,同性剛性的接触が感染者の264%HEC用 の230%であった (図4)｡AIDS患者報告数は,調査r月始

以来初めて1998年には沌少したが,1999年には再び増加に転じ,同年末の累計,故老数は1.586人となった
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(我2.凶3)｡これに凝Bl凶了穀剤による感汲者631人を加えれば.ATDSJit.&敬は2217人となる｡1999

年報岱の感故老の715%,恕者の707%が 日本国浩明,性であ り,感汲地別では感放薪の790%‥LiLl.石の

688%が国内感染であった｡ また.冶嫉薬の開発が進み,北が国でも1997年か ら3剤併FrJ投与が標準的

的頼 となり. 1998.99年とも T̂DS,Cil.名の死亡率に低下眺r句がみられた (衣2)｡

献血血液のrTlVfJ'L体保イJ寧 (戟ll) 欧米;;別封では献血Ibl液のHIV抗体陽性準は年 々減少,あるいは

旺牢で安定 しているが.収が国では逐年増加が就き.1987-89年の10万対01-02か ら1990-93年には

03-05, さらに199LI-97年はO5-09と上井し,1999年には10万対1026とな り.欧米謂国の中央値

(1997年 ;10万対105)にほほ等 しくなったc

HIV感故老 とAIDSFLl.覇の将来予7nlJの研究 (図6)によると.今後 も漸糊し2003年末の 日本Lll紙の

HIV感染者は15400人,AIDS壮者は3300人と1･測 されている｡

図 1 HIV感染者およびAlDS患者の国籍 ･性別内汎 1999年

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

El本Eg軒女性40%91CgEgEi女性

(厚生省エイズ動向重点会)

抱2 HN感染者およびAIDS愚者の感染地別内訳.1999年

0 70 20 30 40 50 60 7080 90 100

(坪生省エイズ動向委員会)

図3 HIV感染者およびAIDS患者の国緒 .性別年次推移.1985-1999年

人 a.HIV感染老 人 b.AIDS患者

日本l⊃tl共I生

一〇一 E]木l刃q女It

-- 9t皿EE)71弟tt

---外dlDtl女t生

食lf

(JF生首エイズ動向委月余)



EE)4 HIV感染者及びAIDS患者の感染経路別は成 (1999年末までの累計)

HN AIDS

(JT生省エイズ動向委 員会 ●平成11年エイズ発生動向年報 平成12年 6月27日)

図5 HIV感染者の国溜別､性別､感染地別年次推移
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一一 B)内感染~~一･･.~蒋外患染 ` 感染旭不明

(坪生省エイズ動向委員会 平成11年エイズ発生動向年朝 平成12年6月27日)



2 エイズの紀行状況

図6 HIV感染者有病数 とAIDS患者累紙数の予測価 (B本幽藩)
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0

40DO
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10(H)

HIV感染者有病数 推計 予測--...~J看病教と95%は精区間

198586 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 2000200120022003

AIDS患者果補数 推計 予測

ul98586 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 2000200120022003

(設諾 讐 篭㌘ 誌 品 等 (HN感染者の疫学研究 平成 ,｡年度のうちH.V感染軸 とA..S,.U棚 の将来hm)
表 2 HIV感染症患者のE]特別 ･性別の年次推移

蛤Wr別 Eil拝 性別

HIV 日泰 男

一一意

外国 男

一意

計

AIDS 日本 男

女

か

外国 男

一意

針

3415352752108102t34147189234261379

11
4181017

16
2232

1941
343645

4519533769124124166166230268297424

10
42111264533

37
47

65
495839

0
0618105273120

9564
818067
67

1042729131318153132111146129125106
55238066200442277298277376397422530

69

1518
24365391108156170158212

322301591115121012

9111721243758leol19171182168224
334
10
141319283345

39
4245

2000
01981718292131

534

1014
14283650

63
686376

14
142131385186136169234250231300

AIDS年次集計 39 60 91 129 180 266 W2 571 805105512861586

撃 墜型 旦些し.l T lご-1 -T60 lil- 383 418 4&～ 58I hU 6L18 6JL 6L).
AIDS患者捲累計 46 182 371 453 543 684 8B71153 1446 16出 19172217

諾 ≡吉:た ) 芸 ..I ,.pl 芸 .T: ニ 芸13 芸 諾

(厚生省エイズ動向委貴会 .平成11年エイズ発生動向年報 平成12年6月27日に加筆作表)



表3 1999年末におけるHIV感染者及びAIDS患者の国拝 ･性 ･感染畏格別兼吉I

HIV 井ti何性的はAl 656 254 910 154 543 697 810
同性恥 的捷* (弟)●1 813 0 813 96 0 96 909
静注事物乱用

母子感染

その他●2
不明

小計

3ZE司田子如剤●3

HIV舎書t

NDS+4 異性間性的は触

同性間性的接触 (男)

静注好物乱用

母子感熟

その他■2
不明

中書†

■EZl田子NJI●)

AIDS含M

8 6 14
24 21 45

209 24 233
1717 305 2022
1417 17 1434
3134 322 3456
493 53 546

1411521
26810
1271936

167419586376

44597614212I62

---1417

44597614213579

11069179603
41041364
1001014

7 3 10 1 1 2 8
16 6 22 6 4 10 22

221 23 244 133 62 195 354
1064 85 1I49 301 136 437 1365
624 7 631 - - - 624
I688 92 1780 301 136 437 1989

+1 戸i性向性的接A-e含t;.+2 輸血などに伴うさ姶例やNE正される&染姓鳥がaL丑ある例を含C｡

+3 設屈路子如剤による■触書杜は.1997年10月末境在における rHN基染着発症予防 ･治Sに恥Tる研究光｣からの

JL柊輔昔である｡●4 1999年4月1日以降は兵士AIDS♯告t含まない｡

(JF生省エイズLb向垂Ji会 平成11年エイズ発生動向年報.平成12年6月27日)

兼4 献血者からのHLV抗体保有率 (1986-1999)

西暦年 献血者敷 HIV(+)致 (女性再掲) 10万対

1986 3.146.940

1987 8.217.340

1988 7,974.147

1989 7,876.682

1990 7,743.475

1991 8,071,937

1992 7,710,693

1993 7,205,514

1994 6,610,484

1995 6.298,706

1996 6.039.394

1997 5,998,760

1998 6.137,378

1999 6.139,205

0350

0134

0113

0165

0336

0359

0441

0486

0545

0_730

0762

09()0
0912

1026

(JF生iB医事安全局血漣対策辞)



[王コ 世界の流行状況

W110の報告では2000年日月のtu:非のエイズ駁者231万人以上 (表 5)とされ,UNAlDS(国連合同エ

イズ計画)によると, 1年問のHTV帝敗者は.1997年580万人.98年580万人,99年56077̂ .200年530

万人とされ 20α)年末に世界で推定3610万人 (前年 ;3360万人)のlITV感染娃満の生存が伝えられ.派

行開始以来の賊稲エイズ死亡者数は2.180万人 (7i岬 .1,630万人)に連するとされる (表 6)cwHOの

報告による駁者数は,アメリカ地域がLLr非の459%を占めるが.推測される世界のエイズFJIt者は4倍以

上で,その4分の 3がアフリカ,掛 こサハラ以南の77リカが総数の67%以上と推測されている｡北ア

メリカでは.性行動変化の結氷としてタ1性rZl】の性感染が弧少しており,磁近はエイズ.TjI.者発生数が鈍化

してきている｡また.西欧言古国では麻薬等静注薬物乱JfJによる盛典が減少性向にあり,新感染者は鼎他

聞性的接触による煤染が増加しているCヨーロッパでは1990年以降の年FuRliI.敦は4力人で,エイズ催

,LEI.率が安定した状態であるが.性的活動の活発な押掛 こコンドームの使用が増加したためとはわれる｡

アフリカでは異作問仲的接触による感氷が依然として多く,世界的な増大を続けているCサハラ以南の

アフリカでは多くの地域で男件,女仲とも15-24歳代のHIV感触率が応も高く.(Dポノワナ女子34%,

封716% ② レソト女子26%.弟子12% ③南アフリカ及びジンバブエ女子25%.男子11% ④ナミビ

ア女+20%,男IF91%とされる｡

アジアへのエイズの佼人は遅く,WIIOによれは,1985年のrLt滴 数は43人とされ,1990年872人の稜,

急増が始まり.1992年2582人,1994年17057人.1996年53.974人,1998年には108738人と急激な増加が

綴いた.1999年からアジアは激増地僻とされる頂束アジア140242人と酉太平洋24357人と分割して報告

されたO調査がよく行われているタイでは1999年11月の駄音数13万人.感染ポ数約80万人 (人口比

145%)とされ.性的接触による感染が80%以上であり,コマーシャル ･セックスワ-カ-の感触率は

最近低下して21%に沈少したとされ,インド,ミャンマー.カンボジア等とともに有病率の高い地域で

ある｡

表5 世界のエイズ患者の状況

注 :WHOの報告に伴い､地域区分を変更したO日本の患者数は2000年10月末現在
(WHO NOV152000)
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第 6# エイズに関する知純

表 6 HIV/AIDSの世界的流行状況

1997年末 1998年末 1999年末 2000年末

新にHIVl=感染した人数 総数 580万人 580万人 560万人 530万人

成人 520万人 520万人 500万人 470万人

15歳未満児 59万人 59万人 57万人 60万人

HIV/AIDSと共に 総数

生きている人数 成人

15歳未満児

AJDSで死亡した人敢 総数

成人

15枚未満児

3.060万人

2,950万人

110万人

230万人

180万人

46万人

3,340万人

3,220万人

120万人

250万人

200万人

51万人

3,360万人

3.240万人

120万人

260万人

210万人

47万人

3,610万人

3.470万人

140万人

300万人

250万人

50万人

流行開始以来の 推教 1170万人 1,390万人 1.630万人 2.180万人

累gtAIDS死亡者敷 成人 900万人 1.070万人 1,270万人 1.750万人

15液未満児 270万人 320万人 360万人 430万人

(国連合同エイズ計画)

E エイズとは

(1) エイズ (AIDS)は.1982年にAcqulredlmmunodeflCLenCySyndrome(後天性免疫不全症候群)の

頭文字をとって命名されたO

(2)嫡IjR体は1983年に発見されたエイズウイルス (HJV HumanlmmunodeEiclenCyVlruS,ヒト免疫

不全ウイルス)であるoHIVは感染した人のCD4陽性細胞に侵入するが,特にCD4陰性Tリンパ球

に感放し.ウイルス増殖とヘルパーT細胞を破壊 し掛 ナると,ヘルパーT細胞は減少 し.生体は細胞

性免疫不全状態となる.その結果,感染抵抗力が低下 して.EliIJ見感触嵐 二次性腫軌 神経陪審を

発症してくる｡この病態をエイズという｡

CD4敵性T細胞数は免権力の指標であり,生体の免疫系縫省の才旨倭 となる｡

(3) 1999年 4月から ｢感染症予防法｣が施行され,後天性免坂不全症候群は, LI頼感染症に分類され,

全数報告すべき疾瓜となり.同日 rエイズ予防法｣は,伝致す内予防法.エイズ予防法とともに廃止 き

れた｡



E HⅣ

(1) lIJVl1型がユ983年エイズの病婦体とし 図7 HIVの捕造

て 発 見 さ れ , HIV (H um aTl

lLr)munOderlCLeJll:yVlruS.ヒト免疫不全ウ

イルス),あるいはエイズウイルスと呼ばれ

るo

(2) HIVはレトロウイルス科に属する外径

100nmのRNAウイルスであり.その衣面

(外殻)にノブ状に存在する糖淡白gp120,

gp41が存在する (図7)o

tlJVの増殖通牒 (全行程の終了には16FTを妾

する)

①HTV外殻上のgp120がTリンパ球やマクロ

ファージの則胞膜にあるCD4分-1と結合

②rnv外殻とTリンパ球やマクロファージの細胞膜の融合 (gp41が必要)

③HIVのコア粒子の細胞膜への役人 (Tリンパ球ではCXCR-4を,マクロファージではCCR-5を

必紫)と脱殻

①抑胞内へ投入したHⅣはRNAからDNAへの逆転写される (逆転写酵窯が必要)

⑤mv由来のDNAは細胞核内へ移行し敗色体へ組込 (インテグラ-ゼが必象 プロウイルスの完成)

(むプT3ウイルスDNAからmRNAへ転写

(むRNAにコー ドされるTat,Rev宣Ei白の発現と横内への移行

⑧Rev丑白によるenvあるいはgagRNAの核外移行

(勤GagならびにErlV蛋白の合成と成熟 (プロテアーゼが必要)

⑳ウイルス鬼子形成とその粒子へのウイルスRNAの取込み

⑯ウイルスコア粒子とエンベロープ張白q)細胞院での会合

⑩ウイルス粒子の細胞外への故山

(3) 逆転写酵架.インテグラーゼ.プロテア-ゼの酵架はいずれもHIVに山楽する｡

(4) サブタイプ

HTV-1はグループM (maJOr),0 (outlayer).N (norl-M/nor1-0.new)の3群に大別されるo世

界中でみられるのはグループMで.中央アフリカのカメルーンとガボンで分轄されたグループ0は限

局されており.グループNはJit近カメルーンで介粧されたものである｡

グループMはサブタイプA～JないしKまでの10-11横がある｡E】本では.欧米に多いサブタイプB

が位も拡がっており,次いでタイからのサブタイプE.叔近ではアフリカまたはインドからきたサブ
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タイプAやCも見出されるbサブタイプの状況からHTV-1の起源は中央77リカであることが研究

者の通説となっている｡HrV-2も少数のサブタイプがあり,起源は西アフリカときれる｡

(引 けrVの動態

(》増殖Lf叫こ変炎株がH]現しやすい.

(むlElに10位-1∝値のHIVが産生され 血兼中のHIVの半分は約 6時間で入れ♯わる｡

@HIVが点央したCD4FB性リンパ球の寿命は2_2t=:される｡

⑥碁染着体内の全HIVは.末梢血液中に比べリンパ野に10鮪以 卜存在し.CD4FL性T細胞に感染し破

域を鼓 り逝している｡感染者体内では破壊されたT細胞を補う産生が行われ.見かけ上TRl胞の汝

少がみられないが,遂にはHIV増殖に細胞産生が負けてa]胞性免疫不全状態となり.エイズを発症

してくる｡

⑤血gt巾のHIV-RiNA主は.HrV'増殖やCD4FB性丁淵胞の破壊准度の柏原となるので.血安中HrV-

RNA崇は,JA名の病気の進行 ･生命予後 ･薬剤の効果判定の鵜横となる｡

E HⅣの感染経路

Ⅰ‖vl土エイズ瓜者やmV感染粥の血液.柏液.Bj!敵 将孔などの体液や各棟の牡器に存iEするがHIV

の感典縫群‖よ(1〉性的横地,(2)7汚染血液あるいは血堆動乱 (3)母子感染の3横路である｡これらの感染の

危険性を変に示した｡

3棟の感染練路に対する予防として,(1)性的接触対韓にはコンドーム化札 (21汚敗血液対紫にはHIV

抗体検丑とPCR検丑.あるいは血液穀刺対策には加俄 処稚さらに手7;敗血液の不使用.(3)母子感染対熊に

は感典妊掛の摘草と非WJ投与 帝王切開等による児への感興防御がある.珊jiBのEI常生活 (入浴.食許

の弗用などを含む)や蚊の刺岱によっては感染しない｡

HIV感染液絡別の危険度

軽いキス ない

口甚性交 低い

ti交 (捷JL) ある

性交 (軽Dlrl) 高い

■■ 注 *を羊す

JL兼I剤 ない

注射Zi.針の共用 占い

HIV点染しない行ZI

I.■染書との暮手

2.■染書と-書に■く

3.両じ*羊やコノブを使う

4.公*便所

5 公東浦4やプール
6 止やJ<ットを介して

7 ～い くしゃみ

8.その他E]*生活

(高谷幹夫)



5JTIVの感典#路

旺】性行為による感染

(1)キス

適欄のキスで感染した頼告はない｡唾液中のウイルス晶は,極めて少是とされる｡しかし口腔内に出

血を伴うときは危険性が指摘されるo

(2)口腔性交

口腔件交のみで感触したと断鮭できる例の報告はないが,強く疑われる例は報告されており,特に傷

による出血を伴うときはIIJV感典の可能性を否定できない｡

(3)漫性交

展性剛性的棲蝕の感触経路として日本国内.南 ･東南アジア.アフリカで澱も多い｡

牡鹿性交では感染する可能性があるが.HTV感染の91性から女性への感漁が,HIV感染の女性から男

性への感染より高いようである｡また淋す礼 梅毒,クラミジアなどの性病に罷Eil.していると感触する可

能性が高くなる｡

(4)旺門性交

91性の同性!糊性的接触の感染軽路として江口されるが.界性r,rqでも軽旺F.E]性交は巌も感染する可能性

の高い行為である｡腔粘膜に比べTE搬粘膜は非薄で切れやすく出血Lやすいためと考えられる｡

E2) 感染血液あるいは血液製剤による感染

(1)廃案の静脈注射濫用

麻薬の静脈注射の乱用者の紺で.かつては使用した73=射器や拝射針なt'は洗浄することなく,何度も

回し打ちに仲われることが多かったbこのため托射君旨や注射針がmVで汚染され.注射昔是苑を火用した

人々にHTV感染を挺こす可能性が高かつた｡托射器只共用の危険性が強調され,あるいは注射絡典の交

換配布が行われて以来減少したc

El木では拝肘器 ･針の入手が容易のためか.以前から報岱敦が少ない｡

(2)垢血及び血液製剤

①HIV感典者の血液で作られた凝固凶1-製剤などの血液製剤を未感染の人へ傭Jfrすれば.高率にHrV

感典を生 じる｡わが国では1985年 7月以降.凝固因子製剤が加熱処理されてから,さらにH]V抗体

陽性血液が使用されなくなり.新たな感染者は山ていない｡粒近,過伝子技術戦法による凝固田子

製剤が使用される｡

②HIV感触者の血液を兼感染宅へ輸血すれば.ほとんど確炎に感触する｡わが国では輸血に他用する

献血血液に対し,1986年11月からHIVTJt体検査を行って以来.軌 Izl感染は発生していないとRtとわれ

でいた｡HIV抗体検査は祇感度で大ilkの検体処理が可能であるが.感典していでも感放早期の抗体

産生前に抗体が検山されない時期 (ウインドウ ピリオド)がある｡1997年 2月にHIV抗体鮎性の

献血lnt液が発見され,遡及鯛兼で1996年12月に同人の献血を給血された,ELl.者がHIVに感染したこと

が判明した｡この献Jr)日加1液はHTV抗体陰性であったが.PCRa=検盤でPiiL性と判明した｡さらに1997

年 5月.献血血液の冷血でHIV感染例が確認された｡献血血液の検兼法が改良され ウインドウ･
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ピリオドは塩瀬されたが.なお間観点が残されている｡

(3)その他

HIV感染者から准供された取掛 こよる移植や渦苛不完全な針による入れ臥 ピアスなどからの感染例

が報告されている｡

EZ] 母子感染

nlV培集の妊好から生まれた乳児への感染牢は粥意方法で炎なる那.15-30%とされる｡感染径路と

して次の3准蛾が考えられる｡

(1)子宮内での感染

(2)産道を通過する際の患染

(ユ滑乳からの盛典

77リ*.アメリカ,ヨーロッパでは母子感染に上るmV盛典児が増加しており.親がエイズで死亡

し孤児となった小児の増加が社会問題となっている｡

ロ 二: エイズの予防方法

HIV感触に有効な薬剤が次々に登J#し,轟剤の併用療法の有効性が沖】持されているが,完全に冶姫さ

せる兼はまだ仰発されていないOエイズ予防ワクチンの東用化は.なお研究段階にあり.完成までに時

日を要するとされる｡確報な治療薬や予防ワクチンが丑壌した時代になってもtlIV感染防止に勝るもの

はない｡それには.エイズに対する正しい知油の朝及が盤輩で,HIVの感染経路を含めた徹底したエイ

ズの予防教flがrr･心となる｡エイズに関する正しい知識を錘付することで.感染予防はかりでなく.エ

イズ忠爪やHIV感染軒に対する理解が進み‥吸着やKIV感汲者の人権を斗盃し.偏見や差別がなくなり.

共にLkきる社会を輿くことができる｡

(1)性的接触による感染の予防

性的後世の相手が不特定多政となれは.相手のrrlには.多い相手の巾には感染者がいる可能性が高く

/-･ク.I/LVの感染の危庚汝がn大す･L｡この,色俊を農Jl･5/.=めJLIJ_+.H塀を倉.古決定 J.=基づい.+J姓行カ

を行うことが大切で.具体的にはパー トナーを限定することが姉-であり.正しいコンドームの使用が

予防に有物である｡

(2)献 血液あるいは血清製剤による感染の予防

わが国では,献血血液にHIV抗体検査を行って以来.回内での献血や血による感染はなかったが.

1997年2月に給血感染 (1996年12月)が判明し,5月には頼血感染例が稚乾された｡

輪血感染- 対紫 ①外科的手術時の出血抑制.@自己血給血の推進.③増血凶手の使用.◎PCR

法の実用的改良の開発

血洗車刑感敷一対熊 (至)凝固因子袈邦の加集処理.堰)HIV抗体陰性血萩より#造.(宣)蕪EEl国子衷剤の
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7 HIV感央症

遭伝了技術戦法

(3)母子感染に対する予防

(9母親になる女性のエイズに関する知純の普及

(勤ⅠⅠIV感染妊樹の帝王切開

③HIV感染妊婦から胎児への感染防止のため抗ftrV剤 (AZT)投与

(彰HIV感染の母親からの授乳禁JL

[‡ :]HV感染症

HIV感典症とは,HIVに感染してエイズになるまでの全期間を含めた呼称であるOエイズはIIIV感染

症の終末病像の病名であるが,一般通称名としてHIV感染症と同義語に用いられている｡

HJVは,感染者の血液,その他の体液のほか,組織や原器にも含まれているが.感染源としては血液.

精液,腰液が重要である｡tltV感染の成立後の全期間を通じて感典低がある｡

HIV感染症は,次のような軽過をとる｡

(1)急性感染期 (HIVの感染)

HIVに感虫すると無症状で経過することが多いが.一部の人は感染後2-数週間後に一過性の初期症

状 (発軌 リンパ節腫脹,咽流布,関節軌 砺柿.皮疹など)が現れ,1-2週樹後に消失する｡感染

後6-8過.時に12週間後に.監者の血液中にHIV抗体が検出される｡

(2)無症候期 (無症候性キャリア)

発病するまでの無症状期間で, 6か月から十数年以上にわたる｡この潜伏期間内でも.感染者の体内

では,ウイルスの激しい増殖が緩さ,感染したCD4階性リンパ球の破壊と新しいCD4陽性リンパ球の

産生が行われており.見かけ上はリンパ球の変動がないように見える｡

念性感典期からこの時期に入る時のHIV RNA畳 (セyトポイント)の程度は,病気の進行.ェイズ

発症,生命予後などと関連する｡従って無症候期の長さは個体差が大きい｡

(3)エイズ期

CD4恩仕りI/バ頚がさらに叔少し触胞性免疫不全が遡行すると.感染威11-Lカは一層政下しで,次の

ような特徴的症状が現れる｡この時期をエイズと呼ぶ｡エイズ発症前に全身倦怠感.下手臥 盗汗.発熱,

体_8減少のほか.帯状砲痔,口腔カンジタ症などがみられる発症前期はエイズ関連症候群と呼ばれるが,

擬近では,この用書引ま用いられなくなっている｡

エイズ指標疾瓜 (23棟)を発症した時点で,エイズと診断される｡

7 EI和見感典症 (*リニ肺炎,カンジダ症など)

イ 二次性腫窃 (カポジ肉腫.悪性リンパ肱など)

ウ.神経障審 (痴呆,脊髄症,末梢神経症など)
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ロ =
エイズの検査 ･診断

HlV感染症は長期刷撫!.lr=状であり.エイズの発症はEE和見感染症で.臨床症状からHTV感歎を確定診

断することは困難である.HJV感染の有垂削まHIV抗体あるいは抗原検査で判定し,HIV感染症は検食耗

紫並びに感染機会,臨昧性を含めて総合的に判斬するD

HIV感染の有無の検査は,HIVを直接検出するfJ'L原検査とIitVに対する抗体検査があるが,通常,

HrV抗体検査が行われる.抗体検査は川Vのウイルス検査と同等の診断的価値があるO

[王コ HIV抗体の検索 (衰7)

HIV抗体の検索は侶軟性が高く実用的で,世非各lilで広く行われている検査法であるC

HIV抗体が改められれば.HIVに感染していると診断される｡HIVlJlL体が認められない場合は,感染

早軌のウインドウ.ピリオドの時期を除けばHIVに感染していないと判断される｡感染後HIV抗体が産

生されるまでに6-8週,ときに12過FIIJを要するが,検査法の改良とともにウインT:ウ ･ピリオドは短

鮒されてきたC感放していながら.抗体を認められない期間をウインドウ ピリオドというo

lrTV抗体検斜 二は,スクリ-こング検査 (酵素抗体法,ゼラチン粒1一茶典 軌 受身凝塊法)と確証検

査 (蛍光抗体法.ウエスタンプロyト法)とがあり,ます高感度で多数の検体処確が可能なスクリ-ニ

ング検査を行い,その陽性検体を糊皮の高い確認検査で確定する｡

さらに,抗体検碇のスクリ一二ング法に免疫クロマ トグラフィ-法が追加された｡

匡】HIV抗原検索 (表7)

HrV感染症の感染直後の短m閲を除

く全期Fruに 感染者の血液中にHIVが

存在するが.HIVの介離培養は,口時

と熟練を要するばかりでなく,検出率

が低 く実用的でない｡PCR法はウイル

スのDNJlの辞定朝城主jLR教管内で10-

100万倍に増幅して証明する方法で,高

感度であり,診断的価値も祐いが.大

盤処理の検査には向かない.PCR法は

通弧 繰兜初期のウインドウ ピリオ

ドや母子感染の早期診断に使われる｡

表 7 HIV感染の診Pr法とウインドr)･ピリオド

検 査 法 ウインドウ.ピリオド

(1)抗体スクリーニング検査

①帯弄抗体 (∈uSA)法

り 第1世代ELISA法

II) 第 2世代EuSA法

jl DNAEUSA法

(参ゼラチン粒子讃暮 (PA)汰

③受身讃1法

住)免疫クロマトグラフィー法 (lC)

(2)抗体確招横査

①ウェスタンブロット法

②蛍光抗体 (lFA)法

45-60日

40-50日

22日

2 HrV抗原検査

(1)ウイルス分粒

(2わ24抗原格査

(a)PCR法 (DNA-PCR法)

(RNA-PCR法)

(吉原なみ子.路床と微生物.Vol25(3).1998)



■ ■
HⅣ感染症の長期管理の要点

(1)患 者 (》身体症状と桂過

②免疫学的状態 CD4陽性T細胞敏で免疫系の除草種皮の指標

(2)ウイルス Q)ウイルスHi HTV-RNA1誌 HTVlrr_の進行予測.予後.辛制変更の梢標

(参ウイルスの薬剤耐性検亜 HIVに雅制耐性が出現することがある

i冗 エイズ/HIV感染症治療の進歩

IIIV感典症の治療には,HIVの治蝶に直接有効な抗HIV剤棟法と日和見感炎症横臥 二次的悪性腫砺

療法とがある｡各種のEF和見倍数症や悲性腺癌にはそれぞれ対応の治療法が用いられる｡

(1)抗HIV剤療法の種類

抗HIV剤療法は.まずAZT (7ジドチミジン)が開発 され.次いでddI(ジグノシン)が登場 し,

2000年11月では.逆転写筋来阻省利のヌクレオシド系 7剤 (うち合剤 1剤).非ヌクレオシド系2刑.

7'ロチアーゼ阻害剤5剤が水認,実用化されている (図8).

実際の治掛 二は逆転写酵素阻嘗剤2剤とプロテ7-ゼ阻登別 1剤の併用蝶法が標準的治嫉法とされる

那.核酸系逆転写鮮宗阻官制2割と非核敢系逆転甜菜附ヲ細目 札 あるいは核酸系逆転写酵素阻ih'･粛J2

刑とプロテアーゼ阻告別2剤の4割併用も採JTJされるO治嫉効果をあげるためには,rE.者の也解と協力が

必要である｡いずれの抗HIV剤も碑利投与は不適当 (母子感牡予防を除く)であり.また冠釈不適当な

組合せがあるので注意を要する｡これらの抗HIV剤は長期の確実な連用により効果が得られるので,経

過巾の合Tn虻に対するイ州 J薬剤の注意や併用禁忌薬剤にも配慮する｡また,艮期連用でmVの茶利耐性

にも任意が必婆であるOなお.現在も制作mの抑箱11.的嫉法選釈の拡弓削こ向けて新薬開発の努力が就け

られているo

l2′15HJ臓 畠恵馳 L瑚押

目 AIDS指標疾瓜症状.lj腔カンジダ症.不明型などの

2)撫症候剤では.CDLI陽性で細1胞敬<350個/mlまたは血紫中HTVRNAj迂>20.000ピコ/mL

3)仏性HTV感染症

(3)針事故等医療事故感染防止対策

HIV汚敷lhL液妹茶後,当邸IB理解のもと.2坪引まu以内 (なるべく早く)にAZT (600mg/ET),3TC

(300mg/EI).インジナビル (2.400mg/日+15L以上の水)またはネルフイナビル (2.250mg/EI)の

3刑の予防内服 (LI週r川継続)をrAl始する方法が採用されるb
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第6♯ エイズに朋する知PL

EZ)8 HIV感染 ･JJiと扶HIV弁lの作用

cD4菅cxcR4 …̀ ) 器̀ 誓 HIV郁

Tリン/T球 &̂こ=統ト‖∨-RNA享 ∴∃=三二プロウイルス且(ti雪.抑 )

RNAペプチド+ : +++{含¢(出芽

(… 書 目でみるエイズの化学才法.払床と書生軸1997畑刊号より.一部改変)

E ITV汚物 の消毒法

(1)手洗い

手が血液で汚染 されたとき,手に傷がなければ,水で血液を洗い流しT.:級,石鹸でよく洗えば感染の

心配はない｡なお.消確用アルコールで清拭すれば十分である.

(2)加熱処理

HIVは強に弱 く,煮沸20分で確実に浪曲される｡

(3)柵 理

一棚 でb有効で,瀬音.甘7ル′コール,淡jE姿煮慶ナTI,)ウJ'(さらL軌 タDラ三.)かとり.

グルターJL,7ルアヒド,ポビドンヨー ド (イソジン)などに上り約10分臥上で消確される｡

(4)挽却

血錬などではなはだしく汚染された穀類,布類は脚 するのも安全な雨孝法である｡
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保鯉所のエイズ対策
保世所のエイズ対常は,大別すると.(Dェイズに付する*林産名78薪佃謙.(参集林産名

来所相談 ･検査 FIIV盛典者への贋淑枚開胸介.@比企への正 しいエイズ救命の普及

(一般社会.金茶 ･t均.学枚など)となる｡

保牡所のエイズとの係わりは.昭弔162年 1月.斗戸での託春常習女tlのエイズ駁名稚夜後に.この女性と凍

kのあった不特定多政明ttに対する相談 検束から始まった.これを奥株に鎚任所におけるHTV抗体検査が次

帯に常設的に行われることになった｡東京では,すでに1985年】2月.保*所を通してリ-7レフトの配布が行

われており.)987年 2月には藩内全保佐所で電話相談 エイズ相談 検丑が開始され,1989年から保任所の検

査はEE名検査となった｡1992年には患者 ･昏jk者が急対し.全国各JLでft促される上うになり 全国的に保N!

所での相故検菱が兼過され,1993年からはそれまでの匿名無料稚Si.材料検査から厳各も舟相法検査となった｡

そして便宜受診者にはカウンセリング,倹走時性者へのカウンセリング .告知と医鎖汝関の頼介 (検査FBtt

者の希望tE先)を行い.希望があれば患者家族の相練を受ける｡

このほか.保t所のエイズ朋連車乗には,社会一般に付するエイズの許しい知手の廿及,企薫 ･+JAのエイ

ズ扱甘.青少年に対する舶 吸音やエイズ枚軌 新しいt1枚 軌 世界エイズデー行3tへの協力などがある｡

ウイン ドウ ･ピリオ ド ウインドウ ピリオドは･JilVに鹿央して血削 '(こlllVが梢えているにもかかわら'f･

(WIndowsperIOd) 抗体が検出される程度まで産生されていない期間である｡その朋Plは通常盛典後4-

8遭r村である｡

鞘膜術からtZ大したHJVは.マクロ7T-ジ,あるいはCD4降任リンパ球に感放して所Jiのリンパ軌 二運ば

れ ウイルス和地とリンパ球破壊を換 り返し,間もなく血就中に侵入するが,抗体が産生される以前では血中

r‖Vlよ花俳に述する｡ウインドウ ピリオドの期間に献血されたdLL液を特血されて感染 した確率は,7メリカ

でも輸血153.00qI中 J例とか.82400例中 1例.80.630例rf.)elの磯度であるとされている.わが国では.1986

年11月から献血血液のHIV抗体検有が行われて以来.1996年までに 11司の輪血感染もみなかった｡ しかし,

]997年2月にHTV抗体貼性の献血血液が発見され.遡及辞表で1996年12月にrl71人の献血があり.保存血液を検

査したところ.HIVlJJ'I.体陰性.PCR法鮎性を確言臥 この血液を輸血された血判がtHVに感放したことが判明して

いる｡このほか来棉馳ながらIl･=勺拍nl感典疑症例Ll例がある｡

斡血感染防止対鞭には.エイズにI対する正しい知絶のせ及徹底.献血名への焚III]群の強化,過去に感染機会

のあった方にはかdELをしない斤の幣発,検査を目的とする鵜食には伽健所の倹fb:を7.5用する旨の指導などが行

われている｡

ウインドウ ピリオ ド肘筋には.血中のTIIV杭股の検出がある｡HTV抗体山別以前にp24抗原が現れるのであ

り.倹丑キットも市販されているが.確実とはいえない｡PCR法ではアメリカでHIVIJlt体陰性の叔血43560件に

つき1件に横山されたという.

エイズの珍ZP体制
1985年.わが国で初めてエイズ故老がdE捜されて以来井村していたが.1992年から異性

間性行為に上る取12卜 恵染着がEl立って糊加 し.El本人の慈敗者がEl内各地から報告さ

れるようになった｡それまでの他者 患敗者の発生地Ii召葡EEL 特にyl耳が多く.エイズ診庶捕捉も少故の頼

院に限られており,全EiI的には静銀経験や医虎情報の不足,院内恭染対熊や桜内赦ffの不1.地域住民への配

dLなどを連山に幹叔拒否的慧皮を示す医輔秩閑が少なくなかった｡疎生省は.1993年7月,全国に格差のない

エイズ砂糖が円浦に行われることをE的に,各古道Nf篤とに2か所以上のエイズ幹頼拠点頼院の選定を依厳し.

8!点頼堤の杜や .梗巷の美甘を周り.様能を克爽して一般医城Strqとの遠沈のもとに庶成体桝のfE立を金言し

た｡

肝余曲折を軽て1996年811に全序逝府県で293頼信が拠点捕捉に串加し.その後も相加 して1997年9月には

349病院となり. L999年8月現在365頼FEに遷 した｡ しかし.恭点病院の攻状は.依然として診庶休耕や診療准
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第 6碑 エイズに関する知棟

験等の格差が大きく.さらに世非のエイズ的嫉研兜のT)進月射 こ即応する体制を戦えることになった｡TF生省

は1996年.エイズ診療体制を強力に推進するために.(》エイズ治頼 研矧 3i悦 センターを回立回際医嫉センタ

ー内に設放し.②全E室lを8プロyク (北海鼠 東｣ヒ.r対束rrl侶軌 北海.北陸,近鼓,rr1回凶回 九州)に分

汁.各ブロックにブロック拠在病院を指定し,1 ロyク内のエイズ的嫉研'Rの拠点となるよう握備することに

なった｡

エイズ治療の現況
1987年にAZTが抗エイズ刺として登場 し,次いでdd【が実用化されたが.2'I時は有効な治

療典が何lられており.治蚊の甘的もエイズ発症の遅延.合併するL]和見感兇症の対紫で

あり.｢治療r判始の時期はいつか｣｢l帥 JT結球r畏怖 すべきか.多剤併用で栴棟開始すべきか｣｢併用城法では発

嫡時に泊嫉妬がない｣などの危供があった｡

(]) 併用拍棟の有効性確認とプロテ7-ゼ阻粥一剤のi至槻 1995年秋にAZTとddl.またはddCとの併用療法が

AZT単剤に比べて有意の才J効性を確放された｡さらに｣995-】997年にはプロテアーゼ倒音別が採用されて.治

療法は ･変し,現在では逆転写滞米阻害剤 2剤+プロテアーゼ阻害剤 1刺のカクテル秘法が捺碑とされているO

(21 帆HllV剤の分類 (衣8)

伴)rlの輩占 (図 7) ①AZTとd4Tは枯勅期の榊胞に才(幼.ddl.ddC 3TCは休止期の耕胞に有効であるの

で,両部から1剤ずつ選ぶ｡②dd7.3TC.引ヌクレオンド系逆転写鮮淡阻蜜剤はAZT耐性ウイルスを感受性

に戻す可能性がある｡③プロテアーゼ阻Lgf剤は交叉耐性を作りやすいものがある｡④プロテ7-ゼ阻審刺は他

の多くの薬剤と併用禁一法,併Jfl往昔がある｡また.堆刑投与治軌 よ効果が乏しく.同時期効果の抗HIV剤Z別

件Frlも推墳できない｡

(3)治療開始の時mL 早期の拍城r判始が避畔となった.従来 CL〕4磁性リンパ球敬500/mL以下で治軌対的とし

たが,1996叫のアメリカの勅だTではPCtモ法で血中HTVRNA丑が 3×]01-5×10-コピ-/m】で治療IAF始とされた.

さらに1997年には5×103-1XIOlコビ-/mL以下に治機関胎盤唯が下げられた｡さらに治横では血中HIVRNA

主の抑制が勤められている｡また.泊蝶J井)如何に17TVRNA瑞が5×10'コピー/m)以 卜の協合は.良好煉 発症の

可能性もあり.3か月掛 こ検企して経過をみることも挫案されている｡

(4)mV感染症の病態の判断 CD4梯性リンパ球敬は現在の免板状腔を示し.HIVRNA丘は体内のウイルス動

態を示すことから病気の進行状態のT･淵に役立つ.

エイズワクチン研究の現状
これまで研究されたエイズワクチ/を分載すると.

①抗城を授与する型では,a サブユニ ′トワクチンとしてウイルス蛋白ある

いはペプチ ドを抗原とするものでEllV三拝山ワクチン,gpJ20衣白やgp160鼓白ワクチンがあり,さらに各棟アジ

ュバントの研究や中和抗体誘導型のワクチンなどがある｡戟近.中和抗体妹婿41)扱縫合コンビテントワクチン

及び細胞性免役誘裾型Tat亘琵白ワクチンが注Elされている｡b 非感染性ウイルスワクチンでは,不消化ウイル

スワクチンとして不前化ウイルス枚子やゲノムをもたない欠別型ウイルス粒子及びウイルス様起子があり.収

子上のErLV銀白を抗fRとしたrF柵 抗体誘港及び細胞tgl免偵訣鞘を期待するワクチンがある｡

②抗l見繕 発現させる型では.fJ'Llj,.:投与朗に比べて榔胞性免疫誘斗能が苅いが.安全面の配膿が必紫である｡a

生ウイルスベクターワクチンは穀lみ換えウイルスベクタ-として.ワクチニアベクター トリポ yクスベク

ター.ポリオウイルスベクター,7デノウイルスベクタ-その他のウイルスベクタ-のほかBCCベクター.

サルモネラベクターも研究されている｡b 逝住子導入ワクチン (DNAワクチン)は,HIV抗JR発現ベクター

を帝人するもので.DNAワクチンが代我であるが.ウイルスベクタ-ワクナ/に比べ特粥性は苗もいが,発現

先が劣るとされる｡C.冒弓確生ワクチンは HIV逝伝子の一部を欠tElさせ.城北r性を低下させた弼確生ワクチ

ンである｡安全性が確放されていないので.人に川いられていない｡

(動各棟ワクチンの仲川は.従来の坤血型ワクチンの欠･hJを補う方法である｡生ベクターワクチンとサブユニy

トワクチンの併用が代表的であり.位近.DNAワクチンとウイルスベクターワクチンとの併Jnが良好な予防
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効紫が示した報告が江Elされているo

結論帆には.安食件とイT効件i･満たすエイズワクチンは.末だ粘られていない｡

葬8 主な杭エイズ剤

一般名 略号 薬剤承認 商品名

逆転写酵素阻害剤

ヌクレオシド系 ①ジドプジン AZT(ZDV)19879 レトロビル

(むジグノシン ddl 19926 ヴアイデックス

(参ザルシタビン ddC 19964 ハイビ ッド

④ラミブジン 3TC 19972 エビビル

(9サ二ルブジン d4T 19977 ゼリット

⑥ジけ ジノ十ラミプジノ AZT3TC 19996つ コンビビル

(かアバカビル ABC

⑨エファビレンツ EFV 19999 ス トノクリン

⑩テラビルジン DLV レスクリプター

プロテアーゼ阻害剤 ⑪インシナビル 旧V 19973 クリキシバン

⑫サキナビル SOV 19979 インピラーゼ

⑬リトナビル RTV 199711 ノービア

⑭ネルフイナビル NFV 19983 ビラセプト

⑯アンプレナビル APV アンプレナビル

(HIV感染症 ｢治療の手引き｣第 4版.2000年11月)

図7 初回,.会席の杭HrV剤の組合せ

(HIV感染症 ｢治療の手引き｣第 4版.2000年11月)



⊂ :]エイズの社会 ･経済的影響

20m年6月に公表されたUNAtDS(同連合同エイズ計画)の推計によれば,1999年に新たにHIVに感

染した人は世界で540万人であり,平均して転EJ平均約 1万5千人にHIV感触が広がっている｡先進国

においでは,抗HIV薬の進歩 普及により,エイズの発症抑制や死亡率の低下が見られるようになった

が,新規HIV感敗は一部の国を除き減っていない｡新鋭HIV感染の約95%は途上Elで起きており.サハ

ラ以甫のアフリカにある16カ国では,15-49歳人口の10%以上がすでに感染している｡仮に今後HIV感

染のリスクを半分に減らすことができたとしても,15-49歳人口の15%が感染している国では,現在の

15歳の少なくとも3分の 1は将来エイズに経って死亡すると武井されているOそして.南アフリカ共和

国やジンバブエのように,15-49妓人口の5分の1.4分の1が感弛している国では,現在15歳の約半

数,ボツワナのように3分の1が感典している国では現在15故の3分のZをやがてエイズで失うことに

なる｡エイズにより平均寿命が短くなり人口に大きな射撃を及はすが,これに伴う社会的,准晴的な彩

轡も深刻である｡

エイズは主として働き盛りの命を称うため.まずその家族の生活を変えてしまう.ェイズにより両親

またはどちらか片方の親をなくした子ともをエイズ孤児という｡これまでに1320万人の15歳未満の子ど

もがエイズ孤児となった｡エイズで病弱となった親の看護をしながら,自分より小さな弟や妹の世話を

している子どもがいる｡親をなくし居場所をなくしたエイズ孤児もいる｡彼らは生活のために働かざる

をえず,教育を受けたくても学費も時間もないO

多くの途上国が農薬を主たる産業としているが.エイズによる労働人口の減少によって.農業生産の

低下が報告されるなど,経済への影響も大きい｡放光収入,貿易収入も減少するOまた,教育をIl･分受

けずに働き始めざるをえない状況やエイズによる政見の孤矢のため,FI門知級や技術を習得した人材が

減っている｡一方,エイズ敗者の増加に伴い,医療のニーズは増加の一途をたどっている｡入院公署の

ほとんどをエイズ患者が占める地域もあり,保健 医療の予fr.を圧迫している｡

[三コ 感染拡大の背景

現在多くの瓜者を抱えエイズの渓列な影響を受けている国では.エイズの感染拡大初期に必ずしも迅

速な対繁が行われなかった.エイズ対策を阻む大きな要因に,現状の否定と偏見がある｡
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3 女性とエイズ

エイズでは,HTV感染から発症までの潜伏期間が長く.外見から無縫1人の感染者を識別することはで

きない｡このため日にiiえない変化が認識されず.感染相加が否定されることが多かった.また.同性

間の危険な性行為,静注薬物乱用,先月林などのリスクが現実に社会に存在するにもかかわらず,その

ような行為を行う人々の存布自体を否定する国もあった.さらにエイズは,性行動というプライベート

な行動に深く関連しているため,オープンに話すことを否定する傾向もあった.このような社会では,

エイズ予防のための只体的な情報やメッセージが必要な人々に届かなかった｡

MVに対する偏見 ･差別も対策の大きな障省である｡HrV感敗者とわかると病院から入院を拒否され

たり,唯を解雇されたり,借家を斬られたり.友人から疎遠にされたり.穣端な例では処刑されかねな

いEirもあった｡HIV感染名は,十分なプライバシー保護のもとで検束 ･カウンセリングを受けではじめ

て,発症を選らせる治療を受けるとともに.コンドーム使用などパートナーを感染させない対応をとる

ことができる｡しかし,上述のような稲見や差別があれば.HIV感触の不安がある人ほど検査を避ける

ようになり,自分の感敗について知らないまま他の人を感触させてしまう｡また,HIV感染のリスク行

為を行う人々に対するiG兄があれは.それらの人々を孤立させることになり,感染予防のメッセージが

伝わらない｡さらにエイズ対韓の手法に関しても,若年者-のエイズ教育.静江薬物乱用者への注射器

配布などがかえって問題行動を促進させるのではないかとの懸念があった.しかし.子どもへのエイズ

教育は.コンドーム使用率を砧めるのみならず,初交年齢を遅らせたり.セックスパ- トナーの故を減

少させたりする効果があることが報告されているOまた,静注弗物乱用者への消潔な注射誰と注射SFの

消磁材料提供が.薬物乱用者数を増加させることなく薬物の回し打ちによる感染を抑制したと報告され

ている｡

社会がエイズを否定し偏見を持っているrul.HIV感染はさらに増加する｡HIV感染は決して特定の娘

田にとどまっていることはない｡例えば.静注薬物乱IrJ者からそのパートナーの女性へ.その女作から

完買春などにより別の9;性へ,そしてその男性からその蛮または恋人へと感典が拡大する｡静注薬物礼

用では,HIV感染効率が高く乱用者のruで急速に感染が広がるのに対し,性的接触による感染の広がり

は比較的俵やかである｡しかし怒実により多くの一枚の人々に感染する.その結果,現在の新規感染者

のほとんどは性行為による感漁であり,約半数は女性,そして25故以下の若い世代となっている｡

E :]女性とエイズ

エイズが女性においでも増加してきた理由は,胡性FZl】の性行為が主たる感典経路になったことに伴い,

一般のカップJL,や夫財F馴こも感典が広がっていったためとされている｡女性は生物学的,社会的理由に

より,感典の危険にさらされやすい｡生物学的には.女性から男性よりも胡性から女性への感染の方が

起こりやすい｡特に若い女性では,性給が未発達のため伽つきやすくHIVウイルスが投入しやすくなる

うえに.相手のgl性が年上である幼合が多いことから相手が感染している可能性も招くなる.他罪の多
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節7ホ LU-非のエイズのBL状

くの国で.15-24故の女性のHIV感典率はrl-1年齢胡性の感典率をじ阿っている｡社会的には.女性の地

LO:の低さ.朋件への縫折的な依初.生活の棚を柑るための売春なt'が要関となって.感染の危険を知っ

ていてもリスクのlLLい件rT為を拒否できず感染を回避できないことが多い｡ィ､特定多数との性行為は感

染のリスクが7.7,いが.実際には多くの女性が.不特定多数の相手ではなくただ一人の恋人や夫から感免

している｡

このため.女性がエイズの知識を相.コ/ド-ムの他用を相手に飽きかけることができるよう,女性

の自立や自肋勧綴情動が促進されている｡また.女性自らが感兜を予防できるよう,女性用コンドーム

の普及や腔に仲人する抗IIIV剤のr対発が進められているd

女性がエイズに苦 しむのは感染に限ったことではないO感触した家族の世商やITT護を行うのは,多く

の場合女性である｡またIrTV感射 ま,妊娠 山裾にも大きく影野する｡杭エイズ非治療を受け母乳を与

えないことにより.畔から了への感染を大きく減らせることが明らかとなった｡途上B]においては.症

娠後糊と分娩時のみの投燕でコストを低く抑えながら母子感染予防効果をあげる方法も確立された｡し

かし､低コス トの治療力法ですら払うことができない妊郷 土多い｡また,母乳に代わる栄題がなく,ほ

乳なしでは子どもが死ぬ状況では.やむなく母乳を与えざるを子はない｡抗エイズ束や粉ミルクの確保は

もとより.感触している女性自らが妊娠 Lu産について十分なカウンセリングを受けて自己決定できる

ことが席めてgL-茨であるd

L 予防と治療

世神谷凶の予防肘筋の黙礼 効果をあげた印例が胡告されている｡例えばタイでは,性風俗産菜での

100%コンドーム使用キャンベ-ンや同を挙げての啓発運動により.HrV感触と閑迎が深い性感染症

(STD)が大幅に減少し,新鋭HIV感敗者数も減少した｡ウガンダでも予防教育の徹底により特に若い

世代の感染が減少したと雑音されている｡オーストラ1)アでは.明性同性愛者や薬物乱用者における嬢

染を押えることに成功している｡

1987坤にl朋成されf=逆転写鮮紫阻雀剤以来.さまざまなエイズの治療薬が開発されてきた.特に19%

年代後半は,2磯類の逆転写酢IX阻舎利と7'ロテ7-ゼ阻審判を加えた3刺併用嫉法の科人により.先

進匝=こおけるエイズ発症者政とエイズによる死亡数が抑憩に減少した｡HIVに感放しでも.治療薬によ

って病気の遊行を阻止または遅延させることが可能となっており.エイズとの共生という考え方が定耕

してきている｡一方,槻本的な約枚燕はまだ存在せず,非剤耐性も山秋するなど.現在の治療方法のWt

非もある｡また,エイズ治療兼は.エイズ一触者の9割以上を占める発展途上国の人々や先進国であって

も一部の1rEfl屑の人々には7.'i朝の花である｡多くの発展途上国では.エイズ治療薬はおろか,エイズに

随伴するさまざまな感典症を治す一般的な抗生物質も揃み止めのアスL}リンも,祐価すぎて手に入らな

い別状がある｡
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エイズワクチンは.エイズ予防にとって位も布力な方法であり.El本も含めl什非的に開先研究が行わ

れている｡いくつかの駄作ワクチンは動物実験の段軒を終了し,臨咋試演によって人での効果や安全性

が試されている｡ しかし,HV感染を防御する効果はまだ確認されていない｡また,和動なワクチンが

開発されても.腐品化され世界中のワクチンを必安とする人々に掘裡されるようになるにはさらに時間

を要する｡このため.依然としてエイズT･防教育が舶良のワクチンであることにかわりはない｡

5 国際協力

エイズの感敗耗路は取られており.7Eしい知鼓をもって行動すること.コンドームの為切な使用.注

射器の回しiTちをしないことなど個人レベルの予防方法や.性感典症の?斯発見 Ill期治療.肯血血液

の安全確保などの対解が和動であることが明らかとなっている｡また.人道的な桃r!･'からのみならず.

感染拡大を防ぐためにもILI.者 ･感染者に対する差別 ･仙兄をなくし.ケアやサボ- トを行うことのAZ･要

件が言われて久しい｡ftr非のさまざまな同でこのようなエイズ対束が推進されている｡それにもかかわ

らず依快として感虫拡大が綻いているのは.エイズが畔に保体新生のrZl'l也にととまらず.社会程前的な

要田と俊雄にIN迷しているからである｡他人が交番,難物乱川などのリスク行動をやめることができる

LRjRをJ.,整えるには,狂乱 南北の程済格差.女性の地位の低さ.麻碓rHJ延などの収の探い問磯が大きな

障奨となっている｡また,l司全体でエイズ対策を突施するためには 政府の強力なrAl与と財源確保が必

質だが.地域紛-/lrなどで政illl不安定な【封や財枚拡紫の弱い国では倭めて幽牡であるd

人や物がILr非的なBi悦で行き米する現在.エイズにも匡機 はなく.その広がりはすべての国にとって

ITi繋なFHLJRである.他非的なエイズ対紫を行う放r糊として 従来WIIO (批非保健機IAl)が行ってきた

TETl勅をもとに.1996咋UN̂ lDS(国迎合同エイズ計画)が発促した｡UNAIDSは.UNDP(国連開発別

画).UNESCO (国連救pf押I学文化機rAl).U:ヾFPA (Fil迷入u兆金).UNICEF(国連児而社食).

WHO (tLr非保佐横側).UNDCP(国連薬物統制3r菌).此非銀行の訂17つの国連楓 Mが共同でスポンサ

ーとなっており エイズ対歳のLg:非的なガイドラインづくりや各Iilの1･T節への助青などを行っているO

フリカでは.エイズが軽消l利発を大きく阻んでいるとともに.偶発の遅れによろ壬‡肘がさらにエイズ対

坪を削むという惹棚現にある｡その多くはILT'(務を抱えており.エイズT･防救ffや医棚の予拝をはるかに

上rjlるgLが佃金の題折にあてられている｡2qX)年 9JlのEil迷 ミレニ7ムサミyトでは,塞依裁許田宮に

付する統裁救7芹やtR准帳消しが話し合われたが.このことはエイズ対平にとっても来賓な悲味を持つ｡

このような多IiHqのtaノJのほかに.同と国の関の2【i日和協力がある｡E]本は7ジ7やアフリカの国々

のエイズプロジェクトに対して.専門家派遣,研作生受け入れなどの技術捷助や必要な設轄整備などの

支横を行っている｡

エイズでは.NCO (非政FlfiL秩)の役割を抜きに対梁を語ることはできない｡光超音や兼物乱用者等
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第7帝 世界のエイズの現状

政肘の手の届きにくいグル-プも,NGOが提供するエイズ予防情報やメy･t:-ジは浸透しやすいD光春

鮭験者や藁物乱用経巌者.男性同性愛者などが,仲間のエイズ教育に巌も兎要な役割を担うことも少な

くない｡地域に収ぎしたきめ細かな予防r占動や,感典名のケア,カウンセリングなどの活動を行うNGO

が世界の多くの国で活招しているほか.国際的なNGO組織も存在し.情報交換を行ったり,世界のエイ

ズ対案のさらなる推進をはたらきかけたりしている｡また.エイズ対備にKIV感染者の視点を反映させ

るため,HIV感染者のBJ際的なネットワークもあり,差別や偏見をなくす活動などを行っている｡

上記に加え.専門家の関では,国際的な共同研究や研究成果の情報交換が7告発に行われるなど,革の

収レベルから世界的なレベルまでさまざまな形で国際協力が行われているOエイズ対策では.基礎医学,

保健医療,救乱 行動科学.軽碩学.社会偶発をはじめ幅広い分野の参加と連携が必要であり,多様な

′くyクグラウンドを持つ人々がエイズと人類の地球規模の糾いに挑み続けている｡



ロ コ
エイズ教育情報ネットワーク

Aエイズ教育tl報ネットワーク

エイズ教育情報ネットワークは.エイズ教育を支援するために,WEL本学校保健会が運営するホーム

ページであるo

エイズ予防を効果的に推進するた桝 二は.学校数酎 二おけるエイズ教育を充実させることが重要であ

る｡エイズ教育の必要性を考えた場合,M El本学枚保健会を情報ステーションとして.敦月間での知識

や経験を甫税し共有することにより,より効果的なエイズ教育が推進できるものと期待される｡

このホームページは.以下の理由からインターネットという情報通倍の力を借りて逆用されているC

エイズ教育が従来の既存の聞定資料のみで行えるものでなく.常に放新の正しい情報を入手する必要

があることO

エイズ教育に関する情報交換を積極的に支模する目的で,メ-リングr)ス トを用いた環境を整備する

必要があること｡

本革では,エイズ教育情報ネットワークを紹介するとともに,教材作成時におけるネットワークの使

用方法,メーリングリス トを用いた情報交換についてまとめたC

B エイズ教育tI報ネット

1 ホームページ

従来のパソコン通信におけるエイズ叔育情報ネットワークから,現在急速に普及しているインター

ネット上のホームページを用いてエイズ軟骨情報ネットワークを開設した｡

エイズ教育情報ネットワークホームページは肘旧本学佼保性合のホ-ムページにリンクされている｡

2 インターネットへの積綴

インターネノトへの接栽設定については,坤IllはFを参考にされたい.

ブラウザーソフトを用いて,

URLadd∫esshttp′/wwwhokenkalOりp′HⅣ

で撲殺される｡

C ホームページの構成

㈲EI本学校保健会の トッ7'ページ (htlpこ//wwwhokenka】orJp)から,エイズ教育情報ネットワーク

ホームページにリンクされている｡
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第8碑 エイズ扱ffM稚ネ7トワークl:ついて

Eal エイズ教書什韓ネ ットワ ー ク トップページ 図2 エイズ故fQ&A

ホームページは.Bllに示すように左右のフレーム柵並をとっており.左列は見出し項目が出されて

おり,右列にそのコンテンツを表,I;したものである｡

D エイズ恥向報告

エイズIil.懲 ･感典音数は.現在の流行の現況を把槻する.LLlから布ILlなことである｡ネットワークでは.

JJl生労他省のエイズ予防情報ネyトワークにリンクしており.ここから以下のfH判を入手することがで

きる｡

l エイズ1･防仰胡 ネ ット (坪Lt･一労働祈)

2エイズ動向番月余報告

香山艮コメント サーベイランス結果報告

都逝肘蚊別感染者鵜柵郷告状況

柿迫解析別.JEl.有難横争l告状況

感紫艦薪.婆J=題.メ(,出音 感点者筋SLI

エイズ.uJ.省等の稲山状況等

感敷石嫡変報JLl佃軸

.FBI.者 ･林道frf県別架構 嫡状変化報告状況

献血件故及びtl】V抗体FB性件政

などが記唯されている｡

3 .ILL.音感典苛政脊舟のEXCELデ-タ形式

瓜名感染名放データを加工してグラフなどを作成可能な上うに.ExceJの77イル形式で礎供され

ている｡従って.77イルをダウンロー ドして.必要な回Rを作成できる｡
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エイズ救ff付l報不yトワ-ク

また.中軸の総括をPDFファイル (Adobc ĉrobalReadeTでIAlた可能)で挫供されており,容易

に入手できる｡

E エイズQGA

救刷を作成する段階で,門巌応答形式にまとめられたエイズにrRIするや科を参照することができるO

凶 2に示すように.Q&Aは.(日柄気.現状 (ど)感礼 子臥 (3)相芸丸 調査.治療の領地に分有iされ

ており.該当する都城の設問とその解答を参照できるD

l病気.現状

2 感染､予防

3相談.調裾.治糠

ド.エイズ図書館

1 バノフレyト等

文部科学47及び棚tj本学佼保健会が山版しているパンフレット等について.鮒小版を掲載しており.

eE婆を把握することが可能であるL,

AIDS エイズを正しくfl)解しよう (中学生川エイズ教育教材)

AIDS 正しい理解のために (7.A.7校生川エイズ教JfF教材)

学校における低敦-fiの考え方.進め方

2 エイズ図‡!F一党

エイズ放背仰報ネットワーク′ト黍1-1会で選択した群妹について.Y.1者,タイトルなどをデータベー

ス化したもので検･勲可能である｡

検索の便h%[套トるた桝 二,各部掛 二は以下の検束コー ドが付けられている.

医学.数枚 ドキュメンL.社会.軟11向け.児東向け.イラス トの検束耳相 を選択すること.文
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献データベースから一覧を作成するO

図3には,｢教育｣と ｢児亜向け｣の二か所をチェックして状況を示す.検索をした結果を図4に

示す.

検索結果から,詳細な内容として.タイトル,著者,出版社.詳細 (発売年,El訣)を更に閲覧す

ることが可能である.

回5 エイズ珊朝ファイル

3 エイズ情報ファイル

図5に示すように,El本医事新報の昭和62年から平成 9年に掲載されたエイズ情報ファイル記事が

相戦されている｡この記串は.エイズに開通したトピック,資料としてまとめたものである｡

4 エイズ教育参考資料

伽弟El本学校保健会で作成した参考資料を縮小版で掲載されている｡

みんなでいきるために

エイズに関する指導の手引

の2種類が掲載されているD

5AIDS (エイズ.その実像)

J994年世界探勝横関 (WEIO)により刊行された英冨吾版を.伽ラエイズ予防財団の監訳にJ:り日本語

訳されたものを掲範している｡エイズとは何か,世界に広がるエイズ,エイズはなぜ拡大するのか,

エイズに対して何ができるのか.資料などから構成されており,多数の写式が相戦されている｡

G エイズ教育シンポジウム及び中央研修会

文部科学省及び恥El本学校保佐会主催の以下の研修会の内容が掲載されている｡研修会での内容を参

照することができる｡

l世界エイズデーシンポジウム

2エイズ教育中央研修会
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エイズ軟骨憎軸木-/トワーク

Hエイズ教育推進地甥

文部科)･P省が指定している.エイズ教育 (性教育)推進指定地域を一覧表にしている｡指定地域リス

トをもとに.相互に意見交換をするための横会を得ることが可能IC-ある｡

I.学習指事要請

文部科学省の学77摘草要領が以下の学年科目別に掲載されている｡

I.学習指事要領

′ト学佼 (玉穂.特別活動,体育札 社会科)

中学校 (正獲,特別活軌 保任体育.社会)

高等早便 (特別71i動.伴性体育.理科)

JIJ>9*

インターネットに上る関連リンク先を掲較している｡

WHO (世界保健機関)

UNAIDS(国連合同エイズ計画)

学校 (エイズ救,fFに関連したHPを開設している学校)

のリンク先が示されている｡

K教材作成時のネットワーク活用

教材を作成する際のネットワークの利用については.学習梢韓安例から摘i#qLHを選定する｡

朽瀕項E=こ蔽iL'[した文部科学省バンフレ′トや ｢エイズ情報77イル｣を探す指ヰ項E=こ談当した園

舎を探す

柑斗項E=こ放当した図番を探す

指斗項E=二放当したQandAを探す

故新の統計食料を検･p#する際には.エイズ動向報告を参照に他者C.魚奇数の推移を把迩することがで

きる｡

過去のエイズ収骨中央研件会や世界エイズデーシンポジウムの5#済内容を拳考にすることも可能であ

る｡

また,エイズ軟骨推進地域のリス トから.歌風みについての種族を収典することも可能である｡

以上のような渡れに従い.エイズ教育情報ネットワークを介して,捜乗に必要な教材を確保するとと

もに.教IfTの親切での種族を共有できるものと期待される｡
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L.メーリングリストの活用

インタ-ネットモチメールを活用して,エイズ教育担当者の社会や意見交浜をする鴇所として,メー

リングリス トを打設した｡メーリングリストは.登録された屯子メールアドレスに一斉に配信される仕

軌みであり,メーリングリス ト参加者への意見交換が行われる｡

EI分の実践した投薬案や成果について意見を求める革,質問や意見を交換する目的で利用される｡

1 枚要

メーリングリス トとは,空き菜されたメールア ドレスに一斉に同-のメールを配侶する便能であるo

登録に際しては.都道府県教育委月余に碑備されたLP言古用紙を用いて肘旧本学枚保健会に文巷で申約

することが必粟である.

2 メーリングリス トにより.エイズ教育に関する質問,経験を共有するために,メールによる情報

交換の鳩を提供するものである｡



2 エイズ軟ff情報本yトワークTd用例

■ ■
エイズ教育情報ネットワーク活用例

それでは実際に,平成 7年度のエイズ教育情報ネッ トワーク講習会のテキス トにもとづいて.学習や

指導に活用 してみようC

(1に れは.㈲ 日本学収保健全発行の ｢エイズに関する指導の手引 き｣ (平成 4年TB:版)に掲載 されてい

る学習指導案である｡

12)右側は.知 りたい情報の内容のタイ トルで,ホームページの掲載筒所 を示 しているC

高等学校 rJホームル-ム活動｣ における指導展開例 一---
琵材名 エイズの正しい埋解のために

1号材投定の理由

近年の我が国におけるrTTV感染者散は急増し,しかも粘性問の性rl為
による感敗が過半数を超えている｡エイズは,その感染軽路かb見て,
もはや特定の人々の間に見られる病気ではなく,誰もが感染する可能性

がある補気である｡さらに10炭化での感染者が報告されているほか.20

歳代の感染者が増加1している勺このため,耗我生にエイズが身近に A
つつあることを井昏し.エイズに対するjf_しい知款を身につけ.ェイズ

を予防できるようにするとともに.HTV感染者への偏見や薫別をしない

態度を育てる必要がある｡

2指沖のねらい

(1)世界や枚が臥 二おけるIilV感敗者の相加と感典横路を理解し.HTV
の感染を防ぐためにはどうしたちょいかを考える｡

(2)エイズという病気の科学的理解をもとに.HIV感曲者に対し佑見や

差別をしないことの大切さに気づく｡

3展 開

-1'千

るエイズの現状一■一一一一一■-の叫 ウ右の一呪,挨 ~ 表させるE,させ,発変する (I).

2及びp.5).と○政孝まであること.と.10iL代の感染者もいること. とを弘明するo

2疾病として

のエイズ一■ +免疫を破蛾するーと い､とを悦明する

(撫 作 例 )

*trういう教科等で扱うのか?

学判指事要領

L高等苧後編

*この研毛利土どこにあるの?

エイズ図番館

Lェィズに関するTFT等の手引

巳 孟芸雷雲!,..(｡棚 ,

+戯qrの感放デ-タの傾向は?

エイズ勤r句報告

*府政取の学ぶ内容を知りたい.

エイズL釘哲郎

L文布科学筋 パンフレノト

LAIDS一正しい理解のために



第8車 エイズ教育情報ネットワークについて

敵明する (p.4).[亘亘i]ること.いこと〇顔舶段階といわれる尭出ること.[亘 垂 垂 ]

3.疾病としてのエイズの開JLo'a掛††′ __良-{ト 音切せ相書T=Zサ薙 -クナノカゞい○加 や -次感染を防止できるーと 明する

､ ～､ヽヽ ､←～､

4_感染鐘路 明する (p.5).

警苦言字g豊m11注射碁 (針)の共札 を鋭明する.I--..-.-.---------...--

5_エイズの千林 ①p-5の下唇のEglの吹 にも触れる○

方法 きtLlLを見て,ひとから群鋭する.険なのか.いて.なのか.

6.El甘生活ではうつらない. 全か苑兼する. -.-------....---..-
JL'トの写共を見せ る

FnするiFl見や差別の除去

-■･*導入でエイズの歴史を攻いたい｡



エイズに関する授LXの中では取り上げないが.生徒からの矧Z!)が比較的多いものについて.それに対

する回答の基礎幣科として用意した｡したがって,全体の梢串内容より詳しい医学的知経や授業では淡

いにくいものも含んで解説する｡投薬を行う場合には.これらの知識を蹄まえたうえで授業を展開する

ことが望ましいと敬われる｡

Q エイズはなぜ新 糊 欄 が長いのかつ

エイズはHJVというウイルスが原因で起こる病気ですOウイ)レスによって起こる病気の中にはインフ

ルエンザウイルスのようにすぐ症状が見られる病気もあれば.逆に成人T細胞白血病をひき起こす

IITL.V-1というウイルスのように潜伏期rtIはi,40年から50年といわれている病気もありますOこのよ

うに,ウイルスの鹿瀬によって,潜伏期は災なっています｡エイズをひき起こすHIVも,潜伏期が長い

ウイルスのひとつです｡ウイルスの種類によって.潜伏期が輿なる本当の理由はよくわかっていません

那,IlrVやHTLV-1などレトロウイブレスと呼ばれる一群のウイルスは,一般的に潜伏期が長いとされ

ます｡

Q エイズlま後天性免疫不全症候群と訳され.HIVの感染には性行為による感熱.血液による感

エイズは後天性免疫不全症候群の略ですが,これはエイズが知られるようになる前から先天性免疫不

全症候群という遺伝子異常による一群の疾敵があったこととの区別を考えたものでした｡妊婦が風疹に

確.Blした場合,風疹ウイルスの子bFY内感染が原田で生まれた赤ちゃんに異常がある場合に先天性風疹症

酪群と呼びますか().lLハ'の兄天感染t/t天性と呼んでもよいはずですが.遭伝子弟常によJ5先天性免

疫不全症侯群と況乱しますので,母子感染による子どもの感典は先天性と呼んでいないのです.

Q HIV感染者のJhbⅦ 捨体についても鍛 しないのか? 衣服に血bり いたときlま?

皮PHにはケラチンというFElい物質を含む細胞屑があり,外から微生物が投入しないように体を守って

います｡ですから.体の表面に傷がない限りHIVの感曲名の血液が直後体についても安全です｡しかし.

カミソリや歯ブラシは自分のものを使う必要があるというのは,使用したときに小さな俗が体につくこ

とが多く.これらを外用することで感典することが否定できないからです｡
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第9孝 エイズにEqするQ&A

また,エイズのみでなく,血液を介して感典する病気を防ぐためにも.体や衣服に自分や他人の血液

がついたときは,すぐ水で洗い流す習慣をつけ,清潔に心がけましょうO衣服についた血液は塩素系漂

白剤の中に浸して哨帝し,洗い箔とします｡IlTVの綱車法は煎沸,アルコール,塩繋剤等があり,材料

によって使い分けますO塩素系繰白剤の代わりにサラシ勅を使うこともできますE.

Q 蚊にさされてHIVに感染することはないか'

心配ありません｡マラリアやEl本脳炎が蚊を介して広がることを知っている人は.エイズも疑わしい

と思いがちです｡血液の中に病原体がいる点では共通しているからでしょう.

しかし,HrVは蚊の体内で増憩できませんから,HIVを含む血液を吸った蚊が他の人をさしても体内

に入るmVの丑はmVの感染が成立する量よりもはるかに少ないため.蚊によって感典するおそれはあ

りません｡

アメリカでは,東部,西餌の他にも,南部のメキシコに接した部分にエイズ収着の多い地区がありま

すOこの地区は雨が多く衛生環境が悪いために蚊が多いので.エイズ脱着や感染者をさした蚊も飛んで

います｡2年間にわたり詳細な関釜がrTわれた結果,蚊にさされてHIVに感染した人はユ例もありませ

んでした｡

Q キスではHIVに感染しないのかつ

HIVは血液と精液の中に多く含まれますが.他の体液には徽Etにしか含まれません｡唾液にも少且の

HIVは存iELますが,感染が成立する宜からみるとはるかに少ないものです.ある学部が,HIV感染に

必要な唾液丑を計#したところバケツ3杯分だということでした｡したがって.かなり濃厚なキスでも

通常感熱 ま考えられませんが,口腔内に炎症や借がある場合は,範対安全とは言えないでしょうO

Q l国の性交でHIVに患染することもおるかつ

坤門家の推計によると.1回の性交で感染する確率は01-1%程度といわれています｡しかし,1回

の性交でも感染が成立する可能性はあり.また実際に外国で1度だけ性被音にあっただけで感染した女

性もいますCまた,分泌物に血液が混ざっていたり.他の性感染症 (STD)にかかっていると,HIV療

染の危険性は増すことになります｡

Q 血糊 やNi血で鼓染する心だはないかつ

血液救剤は加熱してHrVを完全に死波させることができますので.現在では感典の危険は全くありま

せん｡輸血血液は加熱するわけにいきませんので.抗体検査によって感染の有血がチェックされます｡
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しかし,感染後約2か月-3か月,血中にrlIVが存在するにもかかわらず,抗体が陰性となる時期

(ウインドウ .ピリオ ド)がありますOこの時期に献血された血液がそのまま輸血されれば,冷血を受

けた者がHIVに感狼する可能性がありますO我が国でも少数ながら,輸血による感染者が出ています｡

これを防止するため.献血者のFhrJ珍を詳しく行っています｡｢エイズ検査の代わりに献血をしてみる｣

ことは肝されません｡

Q コンドームはエイズの予防に有効だと指したところ.コント ムをつければ港対安全なのか,

という大間があったが.何と香えるべきかウ

コンドームは樹液が艦内に入るのを防ぎ,性鰐の粘膜の接触を防ぐ′くリ7-となりますので.予防効

果があります｡しかし｢破損すればT･助に失敗するだろうoそれで安全と言えるか?｣との反論があり

ます｡そこでその確率について考えてみましょう｡(A)コンドームを倣わないで感典者と性交をして

感染する確率,(ち)コンドームが破れる確率,(C)その相手が感敷石である確率,この3つをかけあ

わせたものとして考えることができます｡(A)は1/100-1/loco,(B)1/100-4/loo,(C)は相手を選

択することによって非常に少なくすることが可能ですCこれらの桜としてコンドームを使えば感染する

確率は極めて低くなると考えられるわけです｡

Q ビルが伸 されて,エイズ柳 にもFfbTあるtI､ウ

佐用蚤ビルが医師の処方に基づいて避妊典として用いることが公式に認められた.という意味で.解

禁はマスコミ用語,必ずしも適切な表現とは音えませんO避妊方法の中で確実性が高い.女性が主体的

に避妊できる.低用量であるため副作用が少ない,副効用まである (生理学的に.また嫡気の予防上の

プラス面)等のメリットがあるため,ビルについて首及しない避妊の欝はほとんどないと思われます.

ところで.エイズを含tTSTD (性感染症)の予防には,ど)L,は全く役立たないことを明確に生徒に救

えることが必要です｡避妊法とSTD予防を兼ねる劾娘のあるコンドームとは異なる点ですo我が臥 ま避

妊法としてコンドームが蚤も利用されている国で,そのため従来STDの蔓延を防いで来たと言われてお

ります｡避妊のためビルを服用するようになっても,｢STDの予防のためにはコンドームを常用するこ

とを忘れないように｣と成人を対教とした啓発が行われていますが,これは学校数rffでも同じ意味があ

ります｡しかし,愛しあっている相手と性r姻係をもつとき,避妊のためコンドームを使うこと,相手に

使わせることには抵抗がないが,ビルで避妊している場合,STD予防のためコンドームを使う,使わせ

ることは難しい.という現実があるようです｡相手のSTD感典を疑う,相手が過去に rSTDに感典する

ような性行為をした｣自分が身に憶えがあって ｢もしかして自分が解放しているかもしれない｣と思う

等は.相互僧薪に基づく愛のrW係とは矛IEiするからです｡

避妊法にビルが普及する時代になり,STD予防教育の充実と対人コミュニケーションスキルの教育の

韮箪性がますます増大しておりますC
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第9卓 エイズに関するQ&A

Q 性感染症はどう教えればよいか?

性感染症は性行為によって感染するすべての疾,rEl.を含みます｡学枚教育においては.傭皮の少ない性

感染症の疾僧名を一つひとつ救える必要はありませんし,医学的に重要な性感染症でも一つひとつ病児

体,病的症状.診断方法.治療方法を各鈷的に旗う時間はありません｡要は性感染症の総論について要

点をとりあげ,予防方法に言及することですO

要点としては,

1)性行為により感染しますが幼虫のJiE状が出るところは性器とは限りません (例 ArDS)｡

2)性感染症と同様な症状を示す他の病気もありますので‥監者の訴えを問いただけでは診断できませ

ん (例 肝炎)｡

3)感数してもすぐ病気の症状が出るとは限りません｡数El,数か月.数年～10年と幅があり潜伏期と

呼ばれています (例 AIDSの潜伏期rulは平均】0年,淋柄の潜伏期剛 土数日)｡

4)性感免症の種類によっては嫡塀体をもっていても全く1品状の出ない人がありますoLかし,性行為

により相手に感染させた場合,81手には症状が出ることが少なくありません (例 女性の淋病.yS性

の トリコモナスはしばしば並症状)｡

5)噴射 こよる症状は全く感じられずに何年も経過し,後に後退症として取常が起こることがあります

(例 クラミジアによる不妊症や子宮外妊娠)O

6)一部の性感染症は胎軋 産道,件礼を介して母子感染します (例 An)S)｡

7)性感染症を起こす弼原体はウイルス,クラミジア,細孔 其軌 微小寄生虫まで多様です｡

8)性感染の症状は性器のはれもの (腺痛)(例 梅毒),水梅 (例 性群ヘルペス),排尿降車 (例

淋病,クラミジア).肝膿や血液の症状等さまざまです｡

9)性感染症の予防にコンドームはj]効ですが100%ではありませんOコンドームをつけても防げない

もの (例 性符ヘルペス)があり.またコンド-ムが破れれば予防効果はありません,性行為の選択

と性的欲求のコントロールが肝要です｡

ユ0)性感染症は免疫の形成がないものも多く.一皮感染し治療により治癒した人でも,倭会があればま

た感染します (例 淋病)o

LL)鮭感染症は一部 王於いて,ほとんどが治療町舵で,感染後早期に治療L/=ガが治りやすく,磨過が

良好です｡少しでも疑わしいと感じたときは馴 ll日夏を受診することを勤めます｡

12)症状が治療により軽快しても完治するまで治療を殺けないと.再び発症し,今度は兼の効きが悪い

ということが軽こります｡また,性感免症と知ったとき.二次感典を防ぐため,治癒するまで絶対に

性行為は避けることはいうまでもありません｡

叔後に他項でも言及したとおり.他の性感典症に盛典していると,H】Vに感典する確率が非常に高

くなることが知られています｡
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Q ェィズキルトとレッドリボンZJbについて

エイズキル トには3種類ありますO節 1のキlレトは.エイズで命を失った人の ｢かたみ｣として故人

を侭ぶものを集め作成したメモリアルキJL,トです｡故人の愛用した品々が縫いつけられてあり.家族や

友人達の青紫が1恭えてあります｡良さ180cm〉く幅9kmと大きさが決まっています｡1987年にサンフラン

シスコでTheNamesProJeCtとして発足しました.エイズ敬老という名で呼ばれ本人の名称が使われな

い差別に抗議して,｢その人が人生を生きた旺 (あかし)を残そう｣というものです｡我が国にもこの

感敗者を)Jづけ支援するために作って贈るキル トで,大きさや作り方の決まりはありません｡学生や有

志の人々が自主的活動として思いやりの心をこめて作るものです｡第3のキルトであるベビーキル トは,

エイズウイルスに感染した赤ちゃんに費とぬくもりをとどける運動から生まれた赤ちゃんを唆かく包む

ためのキル トですO

レッドリボン運動はだれでも参加できる思いやり運動です｡病気や解放で人生を全うできなかった

人々の死を悼む心を表すため.赤いリボンをつける習慣がヨ-ロyバにありました｡ニューヨ-クでエ

イズがまん延し,多数のアーティス トやミュージシャンが20歳代の若さでこの世を去って行くのを僻む

気持ちから.この運動が生まれました｡赤いリボンをクロスし安全ピンで止め胸につけるだけで児童生

徒でもこれに参加することができます｡

Q 格外Egのエイズ教育lまどのように行われているか?

7メリカを例にとると.エイズ教育は.性教育とともにそれぞれの州で違いがあります｡

エイズ教育に関してはCDC(米国疾梢管理センター)で作成したガイドラインが文字どおり標準的指

針となっていますO′ト学校初級 .中級では ｢一緒に芯らしても家族から子どもにうつることはまずない｡

戯手をしても.キスをしてもうつらないC大人に比べて子どものエイズ思者は少ない｡｣等不安を除く

教育に韮点をおき,医学的専Flq知絶や性行為感触には言及しません｡小学校上級と中学生に対 しては,

性行為盛典を含む感炎予防教育に韮古がおかれていますQ感染新の多い同では,感典予防改訂の内容で

｢自分の感染を知っている生徒｣の心を佑つけないような配慮や.敗者 感染者の人権教育が特に並祝さ

れます｡

コンド-ムを含む性教育的内容は保護者の佃佃枇により,子どもに学習させるか否か選ばせる方法が,

英米をはじめとしていくつかの国々でみられます｡自ら望んで啓発活動をする感染者の活を,直接児玉

生徒に聞かせることが,感染予防にも人格韓盃教,fFにも有効であることが各国で実証されています｡南

牧を除き.エイズの生物学的知識 (マクロファージ.T4リンパ球.Bリンパ球,キラ-T細胞等)にrq

する学習は故小駅にとどめ,ライフスキルを生かした予防行動学習に並点をおく教育方針の転換が各国

に共沸しています.

医学の進水はめざましく.｢エイズは近い将来,治る嫡気になる｣と希望をもたせるメノセージが語
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第9章 エイズに関するQ&A

られ,脅し教育は消通しつつあります｡

(ライフスキル EI常生活で当面する富も関越に積極的かつ適応的に対処できるための有効な技能-WHO

定義一)

Q 故々ある7相 の中でエイズだけをとりあげてエイズ桝 として矧 こ時Nをとることを平間視

する向きもあるが?

栽近エイズ教育は退潮悦向にある,と言われます｡STD(性感染症)予防を学ぶときに,エイズにも

言及する程度でよいのではないか,と官う者もあります.しかし我がEIのエイズ状況は,エイズ教育が

漁網された10数年前に比較し,決して楽縦できる展開とはなっておりません｡世界の文明経国ではエイ

ズ患者,感染者が減少している中で.我が国だけは年々増加しております｡我が国では最近ユ0歳代.20

故代のクラミジア感触が急増し,性行動の活発化と低年齢化と相まって,クラミジアの感染ルー トに

HTVが入りこめは,爆発的にまん延することも懸念されます｡発病遅延や延命効果を示す新車が開発さ

れていますが,完治させる薬はなく.エイズが生命を帝かす疾患であるというZll乗に変りはありませんC

第二にエイズ学習はエイズ㊨ 学ぶ.というだけでなく.エイズ㊥ 学ぶ.という意義も大きいと考え

られています｡病をもった人と健常名が共に生きる.病弱者への暖かい思いやり,弱者や少数派の人権

尊盤等をエイズの社会問題を通して学ぶことができます｡病気には潜伏期があること.人から人に感染

する碗気で.相手が感染しているかどうかは外見上他者からは不明の時期があり,感染源とはなり得る

が本人も感染の事実を知らないことがある等の知責苛をエイズから学習します｡

ヤジロベエを理科の教材としてとりあげるのは盤心やバランスを学ぶために役立つからで.ヤジロベ

エで学ぶわけです.エイズ教育で学んだことを,健康を守るための注意や行動選択.感染予防と共生を

両立させる生き方劉 二｢般化｣させ.生きる力を向上させることが肝要です｡

Q 事甲書にとって.3同日.4匹旧のエイズ鼓tはどうJM Lたらよいか?

以前に学校でエイズ教育を受けた対象へのエイズの授薬は,基礎があるので蓄しやすい面もあります

那.以下のような樹】皆点も椅IRきれていますo学んt._･'ことときっても如拙レベルの差が案外大きく,本

人の関心度や理解力だけでなく.前身枚の差が影替します｡中学校の場合.学区の複数の小学校のエイ

ズ教育について.何学年で,どのように扱っているか情報を待ておく必要があります｡また前校で学習

するレベルのエイズ知軌 こも授菜で簡単に触れ,または発問と回答で確故した上で.その年齢レベルの

学習に入ることは盲うまでもありませんC

-巷間親となることは,従来得たエイズの知召削こ.いかに新情報を加えて知紙系を充実させ,判断や

発音,活動に活かせる能力を垂うかです｡忘却串項を補充し.誤解を修正するために用いられる救Iff技

法に ｢ダウトをさがせ｣があります｡エイズに槻する物語や解説文を読ませ,その中に含まれた誤った

屯t項を指摘させるゲーム的展開です｡また同じ知油でも見方を変えたり.一般的知紙を埋示して,実例
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を挙げさせる (ルー,エグ方式 RuLe-Example),逆に実例を多数生徒に挙げさせ,そこから一般的

原則を導き出させる (ェグ.ル-方式 Examp)e-Ru】e)等工夫して新鮮さのある授業展開をするとと

もに.多JLL的思考を育成しますC同じ物語が梅IE･‖出ると (例えばライアン ホワイト)生徒はAL味が滅

過しますので,内外の赦材を採用して,新しいモデリング教材を放映します｡殺新のエイズ医学情報に

ついても耳にしておかないと.一部の生徒から.それは適う等のクレイムもつくこともありますO教師

の研修と日儒情報にEIをidlすことが肝-%TですC

Q +近ピア支捷 (サボ- 卜)書ピアのつくT兼をよく耳にする｡エイズ事Tにも活用されてい

るそうだが?

人々が親や教師よりも仲P.rlから影申されることが多いことに注目し.この捕動が評価されています.仲

間から仲間へ必要な情報を伝達するレベルから.仲間のプル-7'学習,仲間の相談に応ずる,まで僅々

あります｡この活動を推進する棺雄者ビア リーダーの養成が必要で.封鎖の心理,害果題,グループ活

動と指導技法,相談技法等について一定の沸習を受けた者がこれに当たります｡仲間に受け入れられる

資質をもつ人格がビア リーダーとなる盛宴な条件です｡t1-ァ活動により,相手の話をよく磨く習慣や

間組解決能)Jの向上.仰問への思いやり.相互援助活動等が身につきます｡対象者への啓発と支援劾米

だけでなく.ビアカウンセラー白身がこの活動によりレベルアップすることが並要です｡

エイズ教育にビア活動が役立つ理由は上記の一般的メリットの他に.次の珊古が考えられますOエイ

ズに関する医学は急速に進展し.エイズをめぐる社会相勢も年々変化しますので授菜で学んだ如拙だけ

では不十分です｡偏にnrしい情報を確庵的にとり入れていく ｢生涯学習｣にエイズが最適のテーマだか

らです｡那二はエイズ教育には ｢コンドームの使用法｣のように学校の授業では扱いにくい内容もあり

ますので.保任所や地域の若者の教会でビア学習として.これをすすめることが適しています｡｢失敗

しないコンドームのイ如 ､方｣のグループ学習や ｢Noと (ち)言える自立した女性｣のロールプレーイン

グ等.tf7括動のテ-マの一例ですb第三としては,若年層にエイズのまん延が懸念されている今臥

感染予防と人権尊重の両立を志向したエイズ対幣を.｢若者の主体的7.1-動として盛りしけて行くこと｣

自体にエイズビア活動の本質的昏幾が認められます｡

Q ェィズのウイルスとHIVとはどのように使い分ければよいでしょうかつ

医学的にはエイズウイルスという青菜は使われておりませんが.小学校低学年,中学年にHIVという

青兼を使うのは赦しすぎるという意見が多数のようです｡エイズが移る-感典する等,低学年では平易

な青紫を使い.知的発達に伴って移行する表現は他にも多数ありますので.エイズウイルス-H工Vと中

学校かちきりかえればよいと腎います｡移行期には同語を併用して教育をすすめることにします.
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姉9車 エイズにrUするQ&̂

◆エイズ教育加重研究垂Jt会 (改TT版)

池 EEl 照 ㈲ EI本体育施設協会事務局次長 (元東京都台東区立御徒町中学校校長)

今 城 理 想 立J廿市立立川第八中学校養護教諭

梅 EEl 珠 美 神戸市保健福祉局参事

関 口 伸 一 栃木県立上三川芯等学校教諭

武 田 敏 千乗大学教育学部名脊教授

田離村 祐 麟 田能村数育研究所所長

西 野 和 代 福井市AtL化小学校章護教諭

◎平 山 宗 宏 日本こども家庭鑑合研究所所長

南 谷 幹 夫 香林大学客員教授

吉 山 勝 美 聖マリアンナ医科大学予防医学教室主任数授

和 唐 正 勝 宇都'.g大学教育学部教授

(五十音順 ･◎印は委員長)

なお､本尊の改訂に当たり､下記の方々にご援助とご助吉をいただきました｡

高 杉 盃 夫 文部科学省スポーツ ･青少年局学校健康教育課長

大 場 梓 文部科学省スポーツ 苛少年局学校健康教育課健康教育企画室長

戸 田 芳 雄 文部利学省スポーツ 青少年局学校健康教育課教科調査官

鬼 節 英 明 文部科学省スポーツ ･青少年局学校健康教育課健康教育企画室健康教育調査官

Efl 鴨 八千代 文紡科学省スポーツ 青少年局学校健康教育課健康教育企画室健康教育羽衣宮

森 光 敬 子 文部科学省スポーツ･青少年局学校健康教育課専門官



◆エイズ教育嗣王研究葬具会 (初版 平成10年3月刊)

池 EIl

武 田

円錐村 祐

◎平 山 荒

荷 谷 幹

和 暦 正

吉 田 勝

照 前額京都台束区立御徒町中学校校長

敏 千葉大学教育学部教授

勝 田能村教育研究所所長

宏 日本子とも家庭総合研究所所長

夫 杏林大学客月数授

勝 字.蹄宮大学数pfF学者臣教授

美 聖マリアンナ医科大学予防医学教室主任教授

(五十音順 ･◎印は委日長)

本音の一部につきましては.国立感染症研究所国際協力墓 梅田 珠爽 室長に執繁いただきました｡

なお,本啓の作成に当たり.下記の方/Yにご援助とご助言をいただきました｡

佐々木 版 司

石 川 哲 也

大 水 孝 子

戸 口 芳 雄

三 木 とみ子

捜 沼 一 成

文部省体育局学枚健康教育課長

文部省体育局体育官

文部省体育局学校体康教育課健煉教育企画室長

文部省体育局学校健康教育課教科調査官

文部省体育局学校健康教育課教科調査官

文部省体育局学校健康教育課専門月

(併)健康叔育企画室エイズ教育禅門官
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レッドリボン運動

レyドリボン運動は経でも容加できるAI.いやり運動です｡

捕LJlやtll故で人iliを全うできなかった人々の光を伸む

心をRすため､亦いリボンをつける習tRがヨ-t77′くに

ありました｡

ニューヨークでエイズがまん建し,多鞍のアーティストや

のを悼む5托持ちから.この運動がEl三まれました｡

亦いリボンをクロスし'&全ビンでLLめ肋につけるだけで､

児戯生班でもこれに参加することができます.

帽活人El本学佼保健会
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